
Title 日本の電力業を形作った三人の福沢諭吉門下生 :
福沢桃介・松永安左エ門・小林一三

Sub Title Three students of Fukuzawa Yukichi who shaped the Japanese
electric power industry : Fukuzawa Momosuke, Matsunaga
Yasuzaemon, and Kobayashi Ichizo

Author 橘川, 武郎(Kikkawa, Takeo)
Publisher 慶應義塾福沢研究センター

Publication
year

2021

Jtitle 近代日本研究 (Bulletin of modern Japanese
studies). Vol.37, (2020. ) ,p.1- 33 

JaLC DOI
Abstract
Notes 特集 : 慶應義塾出身の経営者たち
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN10005325-20200000-0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


近
代
日
本
研
究
第
三
十
七
巻
（
二
〇
二
〇
年
度
）

特
集

慶
應
義
塾
出
身
の
経
営
者
た
ち

日
本
の
電
力
業
を
形
作
っ
た
三
人
の
福
沢
諭
吉
門
下
生

―
―
福
沢
桃
介
・
松
永
安
左
エ
門
・
小
林
一
三
―
―

橘

川

武

郎

一

は
じ
め
に
―
―
課
題
と
背
景

本
稿
の
課
題
は
、
福
沢
桃
介
・
松
永
安
左
エ
門
・
小
林
一
三
と
い
う
三
人
の
慶
應
義
塾
出
身
の
企
業
家
が
日
本
電
力
業
の
発
展

に
は
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
彼
ら
が
い
ず
れ
も
福
沢
諭
吉
の
門
下
生
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
六
日
に
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
経
営
史
学
会
第
五
五
回
全
国

大
会
の
統
一
論
題
「
慶
應
義
塾
出
身
近
代
企
業
家
群
像
―
―
学
閥
と
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」
で
筆
者
が
行
っ
た
報
告
「
福
沢
桃
介
と
松

永
安
左
エ
門
―
―
日
本
の
電
力
業
を
形
作
っ
た
二
人
の
福
沢
諭
吉
門
下
生
（
1
）

―
―
」
の
内
容
に
、
大
幅
な
加
筆
・
補
正
を
施
し
た
も
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の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
三
人
の
略
歴
を
、
慶
應
義
塾
お
よ
び
電
力
業
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
見
て
お
こ
う
。

福
沢
桃
介
は
、
一
八
六
八
年
に
現
在
の
埼
玉
県
に
生
ま
れ
、
一
八
八
三
年
に
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
旧
姓
は
岩
崎
で
あ
っ
た

が
、
福
沢
諭
吉
の
次
女
・
房
と
結
婚
し
て
、
諭
吉
の
婿
養
子
と
な
り
、
福
沢
姓
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
〇
六
年
に
佐
賀

県
の
広
滝
水
力
電
気
の
大
株
主
と
な
っ
て
電
力
業
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
福
沢
桃
介
は
、
福
博
電
気
軌
道
・
九
州
電
気
・
博

多
電
灯
軌
道
・
九
州
電
灯
鉄
道
な
ど
の
北
九
州
の
電
力
会
社
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、
一
九
一
〇
年
か

ら
は
名
古
屋
電
灯
の
経
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
二
一
年
に
か
け
て
名
古
屋
電
灯
の
社
長
を
つ
と
め

た
。
そ
の
後
、
一
九
二
一
〜
二
八
年
に
は
大
同
電
力
社
長
と
し
て
木
曽
川
筋
の
水
力
開
発
に
力
を
注
ぎ
、
一
九
三
八
年
に
没
し

た
。松

永
安
左
（
2
）

エ
門
は
、
一
八
七
五
年
に
長
崎
県
に
生
ま
れ
、
一
八
八
九
年
に
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
先
輩
で
あ
り
、「
兄
貴
分
」

で
も
あ
る
福
沢
桃
介
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
広
滝
水
力
電
気
・
福
博
電
気
軌
道
・
九
州
電
気
・
博
多
電
灯
軌
道
・
九
州
電
灯
鉄
道
な

ど
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
つ
と
め
た
が
、
そ
れ
ら
の
会
社
の
経
営
を
実
質
的
に
担
っ
た
の
は
、
松
永
で
あ
（
3
）

っ
た
。
名
古
屋
電

灯
の
経
営
難
に
直
面
し
た
福
沢
桃
介
の
要
請
で
、
一
九
二
一
年
に
名
古
屋
電
灯
の
後
身
会
社
・
関
西
電
気
の
副
社
長
と
な
っ
た
松

永
は
、
一
九
二
二
年
か
ら
一
九
四
二
年
に
か
け
て
関
西
電
気
の
後
身
会
社
・
東
邦
電
力
の
副
社
長
・
社
長
・
会
長
を
歴
任
し
た
。

そ
の
後
松
永
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
時
統
制
の
一
環
と
し
て
強
行
さ
れ
た
電
力
国
家
管
理
に
反
対
し
て
、
い
っ
た
ん
隠

生

活
に
は
い
っ
た
。
し
か
し
、
敗
戦
後
の
一
九
四
九
年
に
電
気
事
業
再
編
成
審
議
会
の
会
長
と
し
て
復
活
し
、
一
九
五
一
年
に
実
施

さ
れ
た
電
気
事
業
再
編
成
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
二
〇
一
六
年
の
電
力
小
売
全
面
自
由
化
ま
で
継
続
し
た

「
民
営
九
電
力
（
4
）

体
制
」
の
生
み
の
親
と
な
（
5
）

っ
た
。
松
永
が
没
し
た
の
は
、
一
九
七
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
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小
林
（
6
）

一
三
は
、
一
八
七
三
年
に
山
梨
県
に
生
ま
れ
、
一
八
八
八
年
に
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
卒
業
後
、
三
井
銀
行
勤
務
を
経

て
箕
面
有
馬
電
軌
（
の
ち
の
阪
急
電
鉄
）
の
経
営
者
に
転
じ
た
小
林
は
、
電
鉄
沿
線
の
郊
外
宅
地
開
発
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
デ
パ
ー
ト

の
開
業
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
の
創
設
、
東
宝
設
立
に
よ
る
歓
楽
街
・
有
楽
町
の
開
発
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
日
本
に
お
け
る
大
衆

消
費
社
会
の
到
来
を
先
導
し
て
、
都
市
型
第
三
次
産
業
と
い
う
新
分
野
を
開
拓
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
一
方
で
、
小
林
が
電
力

業
経
営
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
小
林
は
、
阪
急
電
鉄
で
の
経
営
手
腕
を
買
わ
れ
て
東
京
電

灯
に
も
招
聘
さ
れ
、
同
社
の
経
営
再
建
に
あ
た
っ
た
。
小
林
が
東
京
電
灯
の
社
長
を
つ
と
め
た
の
は
、
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
四

〇
年
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
っ
た
。
小
林
は
、
一
九
五
七
年
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
第
二
節
で
、
福
沢
桃
介
と
松
永
安
左
エ
門
と
を
比
較
す
る
。
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
、
大
同
電
力
・
東
邦
電
力
の

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
た
一
九
二
〇
年
代
が
、
主
要
な
検
討
対
象
時
期
と
な
る
。
続
い
て
第
三
節
で
、
松
永
安
左

エ
門
と
小
林
一
三
と
を
比
較
す
る
。
目
を
向
け
る
の
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
る
。

最
後
に
第
四
節
で
、
本
稿
の
結
論
を
導
く
。「
福
沢
桃
介
・
松
永
安
左
エ
門
・
小
林
一
三
と
い
う
三
人
の
慶
應
義
塾
出
身
の
企
業

家
が
日
本
電
力
業
の
発
展
に
は
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
彼
ら
が
い
ず
れ
も
福
沢
諭
吉
の
門
下
生
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
を

考
察
す
る
」
の
で
あ
る
。

二

福
沢
桃
介
と
松
永
安
左
エ
門

（
1
）
「
電
力
戦
」
と
「
五
大
電
力
」

一
九
二
〇
年
代
の
日
本
で
は
、
大
規
模
水
力
開
発
と
遠
距
離
送
電
と
を
起
点
と
し
て
電
力
会
社
間
の
競
争
が
激
化
し
た
。
主
要

日本の電力業を形作った三人の福沢諭吉門下生
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な
競
争
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、
電
灯
市
場
で
は
な
く
電
力
市
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
電
力
業
の
所
轄
官
庁
で
あ
る
逓
信
省

が
、
電
灯
や
小
口
電
力
に
つ
い
て
は
重
複
供
給
を
許
可
せ
ず
、
大
口
電
力
に
限
っ
て
重
複
供
給
を
認
め
る
方
針
に
転
換
し
た
こ
と

が
、
影
響
し
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
中
部
山
岳
地
帯
に
大
規
模
な
水
力
発
電
所
を
保
有
し
、
関
東
・
中
部
・
関
西
の
大

都
市
へ
遠
距
離
送
電
を
行
う
大
同
電
力
と
日
本
電
力
の
登
場
が
契
機
と
な
っ
て
、
本
州
中
央
部
で
「
電
力
戦
」
と
呼
ば
れ
る
激
烈

な
大
口
電
力
需
要
家
の
争
奪
戦
が
展
開
さ
（
7
）

れ
た
。

「
電
力
戦
」
の
中
心
的
な
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
、
東
京
電
灯
・
東
邦
電
力
・
宇
治
川
電
気
の
小
売
電
力
会
社
三
社
と
、
大
同

電
力
・
日
本
電
力
の
卸
売
電
力
会
社
二
社
か
ら
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
五
大
電
力
」
で
（
8
）

あ
る
。
こ
の
う
ち
東
京
電
灯
は
、
一
八
八
三

年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
最
初
の
電
力
会
社
で
あ
る
。
東
邦
電
力
は
、
名
古
屋
電
灯
の
後
身
で
あ
る
関
西
電
気
と
九
州
電
灯
鉄
道
と

の
合
併
に
よ
っ
て
、
一
九
二
二
年
に
成
立
し
た
。
宇
治
川
電
気
は
、
一
九
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
た
。
大
同
電
力
は
、
木
曽
電
気
興

業
・
日
本
水
力
・
大
阪
送
電
三
社
の
合
併
の
結
果
、
一
九
二
一
年
に
成
立
し
た
。
日
本
電
力
は
、
一
九
一
九
年
に
設
立
さ
れ
た
。

五
大
電
力
中
の
小
売
三
社
の
う
ち
東
京
電
灯
は
関
東
地
域
に
、
東
邦
電
力
は
中
部
地
域
と
北
九
州
地
域
に
、
宇
治
川
電
気
は
関
西

地
域
に
、
そ
れ
ぞ
れ
営
業
基
盤
を
お
い
て
い
た
。

（
2
）
松
永
安
左
エ
門
の
「
科
学
的
経
営
」
と
東
邦
電
力

「
放
漫
経
営
」
で
業
績
を
悪
化
さ
せ
た
東
京
電
灯
の
若
尾
璋
八
（
一
九
二
二
〜
二
六
年
副
社
長
、
一
九
二
六
〜
三
〇
年
社
長
）

と
は
対
照
的
に
、
東
邦
電
力
の
松
永
安
左
エ
門
（
一
九
二
二
〜
二
八
年
副
社
長
、
一
九
二
八
〜
四
〇
年
社
長
）
は
、「
電
力
戦
」

に
先
見
的
な
姿
勢
を
も
っ
て
対
応
し
た
。
供
給
区
域
独
占
を
維
持
す
る
た
め
卸
売
電
力
会
社
か
ら
大
量
の
電
力
を
購
入
し
た
点
で

は
、
松
永
も
若
尾
と
同
様
で
あ
っ
た
が
、
松
永
の
特
徴
は
、
電
源
構
成
面
で
の
「
水
火
併
用
方
式
」
の
採
用
や
資
金
調
達
面
で
の
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工
夫
に
よ
っ
て
、
電
気
供
給
コ
ス
ト
を
切
り
下
げ
た
点
に
あ
っ
た
。
松
永
の
経
営
努
力
に
よ
っ
て
価
格
競
争
力
を
強
化
し
た
東
邦

電
力
は
、「
電
力
戦
」
に
お
い
て
他
社
の
名
古
屋
へ
の
本
格
的
侵
入
を
阻
止
す
る
と
と
も
に
、
関
東
（
東
京
）
や
関
西
（
大
阪
・

神
戸
・
京
都
）
の
主
要
都
市
で
成
立
し
た
市
営
電
気
事
業
を
自
ら
の
供
給
区
域
内
の
大
都
市
（
名
古
屋
・
福
岡
）
で
は
成
立
さ
せ

な
か
っ
た
。

松
永
の
経
営
努
力
の
う
ち
、
ま
ず
、「
水
火
併
用
方
式
」
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代
に
多
く
の
電
力
会
社
が
採
用
し

て
い
た
水
路
式
水
力
発
電
偏
重
の
発
電
方
式
は
、
需
要
が
増
加
す
る
冬
季
が
渇
水
期
で
あ
り
、
需
要
が
減
退
す
る
夏
季
が
豊
水
期

で
あ
る
と
い
う
、
根
本
的
な
欠
陥
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
松
永
に
よ
れ
ば
、「
冬
季
の
最
大
負
荷
を
目
標
と
し
て
、
水
力

設
備
を
為
せ
ば
、
夏
季
に
於
て
益
々
剰
余
電
力
の
増
加
を
招
来
す
る
結
果
と
な
り
、
而
も
、
設
備
過
大
は
金
利
の
負
担
を
重
く

し
、
引
い
て
原
価
高
を
免
れ（
9
）

ぬ
」、
と
い
う
状
態
が
生
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
松
永
は
、「
発
電
水
力
を
最
も
経
済
的
に
開
発
せ
ん

と
す
る
に
は
、
流
量
減
少
し
て
発
電
力
不
足
の
場
合
、
他
に
是
れ
を
補
う
方
法
を
講
ぜ
ね
ば
な
（
10
）

ら
ぬ
」
と
主
張
し
、
広
大
な
地
域

の
発
電
所
を
送
電
線
で
連
系
し
て
発
電
力
の
過
不
足
を
調
整
す
る
超
電
力
連
系
と
と
も
に
、
建
設
費
が
低
廉
な
火
力
発
電
所
を
補

給
用
と
し
て
活
用
す
る
水
火
併
用
方
式
の
採
用
を
提
唱
し
た
。

松
永
が
提
唱
し
た
水
火
併
用
方
式
は
、
東
邦
電
力
に
よ
る
一
九
二
四
〜
二
六
年
の
名
古
屋
火
力
発
電
所
・
名
島
火
力
発
電
所
・

前
田
火
力
発
電
所
の
新
増
設
と
い
う
形
で
本
格
的
に
実
行
に
移
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、「
水
力
万
能
論
」
や
「
火
力
亡
国
論
」
が

さ
か
ん
な
当
時
と
し
て
は
相
当
大
胆
な
挑
戦
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
水
火
併
用
方
式
の
経
済
性
が
確
認
さ
れ
、
業
界
全
体
で
も
こ
の

方
式
を
広
く
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
時
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
が
経
過
し
て
い
た
。

松
永
安
左
エ
門
が
経
営
努
力
を
重
ね
た
も
う
一
つ
の
重
点
方
策
で
あ
る
資
金
調
達
に
お
け
る
革
新
も
、
コ
ス
ト
削
減
と
密
接
に

か
か
わ
っ
て
い
た
。
松
永
は
、「
金
利
の
高
低
は
実
に
電
気
の
原
価
を
左
右
（
11
）

す
る
」
と
指
摘
し
、
低
利
で
安
定
的
な
資
金
調
達
方

日本の電力業を形作った三人の福沢諭吉門下生
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法
の
開
拓
に
力
を
注
（
12
）

い
だ
。

一
九
二
二
〜
二
七
年
の
時
期
に
松
永
は
、
①
株
式
配
当
率
の
抑
制
、
②
社
債
依
存
度
の
拡
大
、
と
い
う
二
つ
の
資
金
コ
ス
ト
低

減
策
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
は
、
東
邦
電
力
や
東
京
電
灯
の
場
合
に
は
、
株
式
配
当
率
が
社
債
・
借
入
金
の
利
率
よ
り
高
位
で
あ

り
、
各
期
の
利
益
金
の
大
半
は
配
当
金
と
し
て
処
分
さ
れ
て
い
た
と
い
う
、
当
時
の
状
況
を
打
破
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
具
体
的
に
は
松
永
は
、
①
に
関
し
て
基
金
法
に
よ
る
固
定
資
産
の
償
却
と
カ
ス
タ
マ
ー
・
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
需
要
家
株

主
）
の
導
入
、
②
に
関
し
て
外
債
の
発
行
と
社
債
発
行
限
度
枠
の
拡
張
運
動
、
な
ど
の
諸
施
策
を
講
じ
た
。

し
か
し
、
①
の
配
当
抑
制
策
は
、
一
九
二
二
〜
二
七
年
に
は
、
ほ
と
ん
ど
成
果
を
上
げ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
配
当

偏
重
の
利
益
処
分
は
、
東
邦
電
力
だ
け
で
な
く
、
五
大
電
力
各
社
に
共
通
す
る
現
象
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、「
社
債
ノ
総
額
ハ

払
込
ミ
タ
ル
株
金
額
ヲ
超
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
い
う
商
法
第
二
〇
〇
条
の
規
定
が
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
。
五
大
電
力
各
社

は
、
株
式
配
当
率
よ
り
低
位
の
利
率
で
発
行
が
可
能
な
社
債
に
よ
る
資
金
調
達
に
力
を
注
い
だ
が
、
そ
の
方
式
は
、
商
法
第
二
〇

〇
条
の
規
定
に
よ
り
限
界
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
社
債
の
総
額
が
払
込
資
本
金
額
に
近
づ
く
と
、
コ
ス
ト
的
に
有
利
な
社
債
を
発
行

す
る
た
め
に
コ
ス
ト
的
に
不
利
な
株
金
の
払
込
徴
収
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
ジ
レ
ン
マ
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
、

株
金
払
込
徴
収
を
支
障
な
く
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
配
当
率
を
一
定
の
高
水
準
で
維
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代
中
葉
に
お
い
て
電
力
会
社
の
資
金
コ
ス
ト
低
減
策
と
し
て
最
も
重
要
な
意

味
を
も
っ
た
の
は
、
商
法
第
二
〇
〇
条
の
規
定
の
緩
和
に
よ
る
社
債
発
行
限
度
枠
の
拡
張
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
一

九
二
五
年
や
一
九
二
六
年
の
外
債
発
行
な
ど
に
よ
り
、
東
邦
電
力
の
社
債
発
行
残
高
は
払
込
資
本
金
額
に
迫
り
、
同
社
の
社
債
発

行
余
力
は
、
一
九
二
六
年
に
は
枯
渇
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
松
永
安
左
エ
門
は
、
電
力
会
社
の
社
債
発
行

限
度
枠
を
拡
張
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
主
張
（
13
）

し
た
。
そ
し
て
、
松
永
は
、
電
気
協
会
を
動
か
し
電
気
事
業
発
達
助
成
会
を
結
成
す
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る
な
ど
し
て
、
社
債
発
行
限
度
枠
の
拡
張
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
。
彼
の
努
力
は
実
を
結
び
、
一
九
二
七
年
三
月
に
は
電
気
事
業

法
が
改
正
さ
れ
（
施
行
は
同
年
九
月
）、
電
力
会
社
の
社
債
発
行
限
度
額
は
払
込
資
本
金
額
の
二
倍
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
（
14
）

れ
た
。

こ
の
措
置
は
、
電
力
会
社
が
い
っ
そ
う
積
極
的
に
社
債
を
発
行
し
、
株
式
配
当
率
を
あ
る
程
度
引
き
下
げ
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
。
東
邦
電
力
は
、
利
益
率
の
後
退
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
、
電
気
事
業
法
の
改
正
が
実
施
に
移
さ
れ
た
一
九
二
七
年
度
下
期
か

ら
二
％
減
配
（
年
率
一
二
％→

一
〇
％
）
に
踏
み
切
っ
た
。

東
邦
電
力
は
、
昭
和
恐
慌
下
の
一
九
三
〇
年
度
下
期
に
も
、
二
％
の
減
配
（
年
率
一
〇
％→

八
％
）
を
行
っ
た
。
こ
の
東
邦
電

力
の
減
配
は
、
他
の
五
大
電
力
各
社
の
一
九
三
〇
年
度
に
お
け
る
減
配
と
は
異
な
り
、
業
績
悪
化
へ
の
受
身
的
な
対
応
に
と
ど
ま

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
東
邦
電
力
は
、
一
九
三
〇
年
度
下
期
の
減
配
を
契
機
に
固
定
資
産
償
却
の
規
模
を
拡
大
し
、
同
期
中

に
、
五
大
電
力
の
な
か
で
初
め
て
、
逓
信
省
の
基
準
を
上
回
る
償
却
を
実
行
（
15
）

し
た
。
東
邦
電
力
の
各
期
の
償
却
金
の
期
末
有
形
固

定
資
産
残
高
に
対
す
る
比
率
は
、
一
九
三
〇
年
度
上
期
ま
で
は
年
率
一
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
一
九
三
〇
年
度
下
期
に
は
年

率
一
・
六
％
と
な
り
、
そ
の
後
は
さ
ら
に
上
昇
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
松
永
安
左
エ
門
が
一
九
二
八
年
ご
ろ
か
ら
強
調
す
る

よ
う
に
な
（
16
）

っ
た
、
固
定
資
産
の
償
却
を
中
心
に
内
部
留
保
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
新
し
い
資
金
コ
ス
ト
低
減
策
を
、
東
邦
電
力
が

実
践
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

水
火
併
用
の
電
源
開
発
方
針
や
資
金
調
達
面
で
の
革
新
が
功
を
奏
し
て
、
東
邦
電
力
の
電
気
供
給
コ
ス
ト
は
、
同
業
他
社
の
そ

れ
よ
り
割
安
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
三
一
年
ご
ろ
の
販
売
地
に
お
け
る
一
kW
当
た
り
設
備
費
は
、
東
京
電
灯
が
八
八
四
円
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
東
邦
電
力
は
七
九
二
円
に
と
ど
ま
（
17
）

っ
た
。
こ
の
事
実
を
ふ
ま
え
て
当
時
の
経
済
雑
誌
等
は
、
松
永
安
左
エ

門
の
経
営
手
腕
に
対
し
高
い
評
価
を
与
え
、「
科
学
的
経
営
」
と
呼
ん
で
称
賛
し
た
の
で
あ
る
。
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（
3
）
電
力
統
制
問
題
の
推
移

「
電
力
戦
」
が
も
た
ら
し
た
電
気
料
金
の
低
下
は
、
防
御
側
に
立
っ
た
電
力
小
売
会
社
の
経
営
に
打
撃
を
与
え
た
。
そ
の
た
め
、

一
九
二
〇
年
代
の
半
ば
に
は
、
日
本
電
力
業
の
産
業
組
織
の
あ
り
方
を
問
い
直
す
電
力
統
制
問
題
が
発
生
（
18
）

し
た
。

一
九
二
六
年
に
東
邦
電
力
の
子
会
社
東
京
電
力
が
東
京
へ
進
出
し
、
東
京
電
灯
と
激
烈
な
「
電
力
戦
」
を
展
開
す
る
に
及
ん

で
、
電
力
統
制
問
題
は
急
速
に
社
会
問
題
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
逓
信
省
は
、
一
九
二
七
年
に
電
気
局
長
を
部
長

と
す
る
臨
時
電
気
事
業
調
査
部
を
設
置
し
、
電
力
統
制
に
関
す
る
具
体
的
準
備
に
取
り
か
か
っ
た
。

臨
時
電
気
事
業
調
査
部
の
部
員
の
大
半
は
、
五
大
電
力
お
よ
び
京
都
電
灯
の
代
表
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
臨
時
電

気
事
業
調
査
部
は
、
主
要
電
力
会
社
が
一
堂
に
会
し
て
業
界
統
制
問
題
を
本
格
的
に
議
論
し
た
第
一
の
舞
台
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。臨

時
電
気
事
業
調
査
部
は
、
一
九
二
八
年
に
、
供
給
区
域
独
占
の
原
則
的
確
認
、
料
金
認
可
制
の
採
用
、
統
一
的
発
送
電
予
定

計
画
の
策
定
、
電
気
委
員
会
の
設
置
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
旨
の
決
議
を
採
択
し
た
。
同
時
に
、
企
業
形
態
に
つ
い

て
も
決
議
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
特
定
の
結
論
を
提
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
各
部
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
諸
見
解
を
併
記
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

臨
時
電
気
事
業
調
査
部
の
決
議
を
ふ
ま
え
て
逓
信
省
は
、
統
制
措
置
を
具
体
化
す
る
た
め
、
一
九
二
九
年
に
臨
時
電
気
事
業
調

査
会
を
発
足
さ
せ
た
。
同
調
査
会
は
、
途
中
で
生
じ
た
政
権
交
代
（
一
九
二
九
年
七
月
に
田
中
義
一
内
閣
に
代
わ
っ
て
、
浜
口
雄

幸
内
閣
が
登
場
し
た
）
の
影
響
で
、
一
九
二
九
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
第
一
次
と
、
同
年
一
一
月
か
ら
一
九
三
〇
年
五
月
ま
で

の
第
二
次
の
、
二
波
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
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第
二
次
調
査
会
で
久
原
房
之
助
逓
信
大
臣
が
諮
問
し
た
官
民
合
同
会
社
案
を
、
第
二
次
調
査
会
の
冒
頭
で
小
泉
又
次
郎
新
逓
信

大
臣
が
撤
回
し
て
以
降
、
企
業
形
態
の
問
題
は
棚
上
げ
さ
れ
、
既
存
の
企
業
形
態
の
ま
ま
で
実
現
可
能
な
統
制
措
置
の
具
体
化
に

議
論
が
集
中
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
三
〇
年
の
臨
時
電
気
事
業
調
査
会
の
答
申
で
は
、「
供
給
区
域
ハ
原
則
ト
シ
テ
一
地
域
一

事
業
者
タ
ラ
（
19
）

シ
メ
」
る
こ
と
と
と
も
に
、
料
金
認
可
制
の
採
用
、
発
送
電
予
定
計
画
の
策
定
、
電
気
委
員
会
の
設
置
な
ど
公
益
規

制
を
強
化
す
る
こ
と
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
一
九
三
一
年
に
制
定
さ
れ
た
改
正
電
気
事
業
法
（
施
行
は
一
九
三

二
年
）
に
も
り
こ
ま
れ
、
実
施
に
移
さ
れ
た
。

一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
一
年
に
か
け
て
の
時
期
に
、
五
大
電
力
の
業
績
は
、
小
売
三
社
、
卸
売
二
社
を
問
わ
ず
、
昭
和
恐
慌

の
影
響
で
悪
化
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
二
年
以
降
は
、
一
九
三
一
年
一
二
月
の
金
輸
出
再
禁
止
後
の
為
替
低
落
を
う
け
て
電
力

外
債
の
元
利
金
支
払
負
担
が
急
増
し
、
業
績
悪
化
に
拍
車
を
か
け
た
。
こ
こ
に
業
界
統
制
の
強
化
は
焦
眉
の
課
題
と
な
り
、
一
九

三
二
年
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
五
大
電
力
首
脳
、
逓
信
次
官
、
金
融
機
関
代
表
者
が
参
加
し
て
電
力
統
制
会
議
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
会
議
に
は
五
大
電
力
首
脳
の
統
制
案
が
あ
い
つ
い
で
提
出
さ
れ
、
電
力
統
制
会
議
は
、
五
大
電
力
が
一
堂
に
会
し
て
業

界
統
制
問
題
を
本
格
的
に
議
論
し
た
第
二
の
舞
台
と
な
っ
た
。

電
力
統
制
会
議
で
の
議
論
を
経
て
五
大
電
力
は
、
一
九
三
二
年
四
月
に
カ
ル
テ
ル
組
織
で
あ
る
電
力
連
盟
を
結
成
し
た
。
電
力

連
盟
は
、
改
正
電
気
事
業
法
に
も
と
づ
き
一
九
三
二
年
一
二
月
に
発
足
し
た
公
的
監
督
機
関
で
あ
る
電
気
委
員
会
と
あ
い
呼
応
し

て
、
発
送
電
建
設
計
画
の
策
定
や
電
力
会
社
間
の
紛
争
裁
定
に
あ
た
っ
た
。
一
九
三
二
年
の
電
力
連
盟
成
立
と
改
正
電
気
事
業
法

施
行
と
に
よ
っ
て
、
激
烈
を
き
わ
め
た
「
電
力
戦
」
も
、
よ
う
や
く
終
息
に
向
か
っ
た
の
で
（
20
）

あ
る
。
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（
4
）
松
永
の
『
電
力
統
制
私
見
』
の
先
見
性

い
く
度
か
提
示
さ
れ
た
電
力
国
営
化
構
想
が
挫
折
し
、
公
営
電
気
事
業
の
拡
大
が
限
界
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、
一
九
二
〇
年
代
に
も
日
本
の
電
力
業
は
、
引
き
続
き
民
間
主
導
体
制
の
も
と
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
電
力
統
制
問
題
に

関
し
て
も
、
民
間
電
力
業
経
営
者
、
と
く
に
五
大
電
力
経
営
者
が
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
は
た
し
た
。
民
間
電
力
業
経

営
者
の
な
か
で
い
ち
早
く
電
力
統
制
問
題
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
東
邦
電
力
の
松
永
安
左
エ
門
で
あ
っ
た
。

松
永
は
、
彼
の
業
界
統
制
論
の
技
術
面
で
の
基
本
的
主
張
で
あ
る
起
電
力
連
系
と
水
火
併
用
方
式
の
実
施
を
、
早
く
も
一
九
二

三
年
三
月
に
提
唱
（
21
）

し
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
多
く
の
電
力
会
社
が
採
用
し
て
い
た
水
力
偏
重
の
発
電
方
式
は
、
需
要

が
増
大
す
る
冬
季
が
渇
水
期
で
あ
り
、
需
要
が
減
退
す
る
夏
季
が
豊
水
期
で
あ
る
と
い
う
根
本
的
な
欠
陥
を
も
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
松
永
は
、
こ
の
欠
陥
を
克
服
す
る
た
め
、
広
大
な
地
域
の
発
電
所
を
送
電
線
で
連
系
し
て
発
電
力
の
過
不
足
を
調
整
す
る
超
電

力
連
系
と
、
建
設
費
が
低
廉
な
火
力
発
電
所
を
補
給
用
・
常
時
用
と
し
て
活
用
す
る
水
火
併
用
方
式
と
の
、
二
つ
の
方
法
を
提
唱

（
22
）

し
た
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
不
定
時
電
力
の
定
時
化
に
よ
っ
て
需
要
を
増
進
し
、
多
額
の
建
設
費
を
要
す
る
水
力
発
電
所
の
利
用

効
率
を
高
め
て
、
発
電
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
る
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
た
。
松
永
は
、
超
電
力
連
系
と
水
火
併
用
方
式
の
重
要
性

を
繰
り
返
し
強
調
（
23
）

し
た
。

松
永
の
業
界
統
制
論
は
産
業
組
織
面
に
も
及
ん
だ
。

彼
は
、
一
九
二
八
年
二
月
に
「
電
力
国
営
反
対
論
」
を
発
（
24
）

表
し
、
当
時
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
電
力
国
営
論
に
全
面
的
に
反

す

る
と
と
も
に
、「
国
営
な
ら
ざ
る
も
統
制
は
（
25
）

易
し
」
と
述
べ
て
、
民
有
民
営
の
企
業
形
態
を
前
提
と
し
た
制
度
面
で
の
統
制
措
置

を
講
ず
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
こ
の
面
で
の
彼
の
基
本
的
主
張
は
、
供
給
区
域
独
占
と
、
料
金
認
可
制
の
導
入
や
公
的
監
督
機
関
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の
設
置
等
の
公
益
規
制
強
化
と
を
セ
ッ
ト
で
実
現
す
る
こ
と
に
あ
（
26
）

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
ふ
ま
え
て
松
永
が
一
九
二
八
年
五
月
に
発
表
し
た
『
電
力
統
制
私
見
』
は
、
彼
の
電
力
業
界
統
制
論
を
集

大
成
し
た
も
の
と
言
え
る
。『
電
力
統
制
私
見
』
の
な
か
で
松
永
は
、
超
電
力
連
系
と
水
火
併
用
方
式
に
よ
る
水
平
的
統
制
に
加

え
て
、
新
た
に
一
区
域
一
会
社
主
義
に
よ
る
小
売
会
社
と
卸
売
会
社
の
合
併
と
い
う
立
体
的
統
制
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
。
そ

し
て
、「
斯
く
し
て
極
度
迄
電
力
生
産
原
価
を
切
り
下
げ
、
其
利
益
に
よ
り
施
設
の
改
善
を
是
れ
図
り
、
以
て
需
用
家
た
る
一
般

産
業
界
に
、
低
廉
に
し
て
確
実
な
る
電
気
を
供
給
し
、
完
全
な
る
奉
仕
に
よ
り
其
発
達
の
道
を
講
ず
べ
き
で
（
27
）

あ
る
」
と
述
べ
て
、

電
力
業
の
公
益
性
を
強
調
し
た
。

松
永
の
『
電
力
統
制
私
見
』
は
、
民
有
民
営
の
企
業
形
態
を
前
提
と
し
た
う
え
で
電
力
業
の
公
益
性
を
強
調
し
た
も
の
で
あ

り
、「
私
企
業
性
と
公
益
性
を
両
立
さ
せ
る
電
力
業
経
営
」
と
い
う
意
味
で
の
電
力
業
経
営
の
自
律
性
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
画

期
的
な
提
言
で
あ
っ
た
。『
電
力
統
制
私
見
』
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
電
気
事
業
再
編
成
（
一
九
五
一
年
）
を
二
三
年
前
に

見
通
し
た
歴
史
的
な
文
書
と
な
っ
た
が
、
そ
の
根
本
的
な
理
由
は
、
そ
れ
が
、
電
力
業
経
営
の
自
律
性
を
十
分
に
自
覚
し
た
先
見

的
な
提
言
だ
っ
た
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
多
く
の
電
力
業
経
営
者
の
な
か
で
、
な
ぜ
松
永
安
左
エ
門
だ
け
が
、
電
力
統
制
問
題
に
関
し
て
突

出
し
た
先
見
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
答
え
は
、
調
査
研
究
を
徹
底
的
に
重
視
す
る
松
永
の
姿

勢
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

松
永
は
、
の
べ
四
二
人
の
東
邦
電
力
の
社
員
（
役
員
を
含
む
）
を
視
察
や
実
習
の
た
め
に
海
外
へ
派
遣
し
、
社
内
に
常
設
機
関

と
し
て
調
査
部
を
設
置
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
当
時
の
電
力
会
社
と
し
て
は
、
異
例
の
措
置
で
あ
っ
た
が
、
海
外
派
遣
社

員
が
も
た
ら
す
欧
米
諸
国
の
情
報
や
調
査
部
が
行
っ
た
一
連
の
研
究
の
成
果
は
、
松
永
の
電
力
業
界
統
制
論
の
基
盤
と
な
っ
た
。

日本の電力業を形作った三人の福沢諭吉門下生
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例
え
ば
、
超
電
力
連
系
と
水
火
併
用
方
式
の
実
施
と
い
う
松
永
の
主
張
は
、
海
外
派
遣
社
員
（
福
田
豊
）
が
も
ち
帰
っ
た
ア
メ

リ
カ
政
府
の
超
電
力
連
系
に
関
す
る
調
査
報
告
の
内
容
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
（
28
）

た
し
、
調
査
部
の
研
究
成
果
を
公
開
す
る
目
的

で
一
九
二
六
年
一
月
か
ら
一
九
二
七
年
九
月
に
か
け
て
刊
行
し
た
月
刊
誌
で
あ
る
東
邦
電
力
株
式
会
社
調
査
部
『
電
気
事
業
研
究

資
料
』
に
は
、
松
永
の
電
力
業
界
統
制
論
と
密
接
に
関
連
す
る
論
文
や
記
事
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
（
29
）

い
た
。
こ
の
時
期
の
東
邦
電
力

は
、
松
永
の
も
と
で
全
社
が
ほ
ぼ
一
丸
と
な
っ
て
、
電
力
統
制
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
5
）
福
沢
桃
介
の
水
力
開
発
と
大
同
電
力

五
大
電
力
の
う
ち
、
大
同
電
力
と
日
本
電
力
の
卸
売
電
力
会
社
二
社
は
、「
水
力
開
発
と
競
争
の
時
代
」
の
申
し
子
と
で
も
言

う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
大
同
電
力
を
創
設
し
た
の
は
、
福
沢
桃
介
で
あ
る
。

福
沢
桃
介
は
、
松
永
安
左
エ
門
か
ら
見
て
七
歳
年
上
の
慶
應
義
塾
の
先
輩
で
あ
り
、
日
本
銀
行
へ
の
（
30
）

就
職
を
世
話
し
て
も
ら
っ

た
「
兄
貴
分
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
株
式
売
買
へ
の
関
与
や
政
界
へ
の
進
出
な
ど
の
点
で
、
松
永
は
、
桃
介
の
あ
と
を
追
う
形
と

な
（
31
）

っ
た
。
さ
ら
に
、
桃
介
と
松
永
と
の
関
係
は
、
共
同
で
関
与
し
た
丸
三
商
会
（
一
八
九
九
〜
一
九
〇
〇
年
）
や
福
松
（
32
）

商
会
（
一

九
〇
一
年
設
立
）
の
経
営
の
面
で
は
、「
盟
友
」
な
い
し
「
事
業
の
仲
間
」
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ほ
か
な
ら
ぬ
電
力
会
社
の
経
営
に
関
し
て
も
、
福
沢
桃
介
と
松
永
安
左
エ
門
の
二
人
は
連
携
し
た
。
こ
の
点
は
、
①
九
州
の
福

博
電
気
軌
道
、
九
州
電
気
、
博
多
電
灯
軌
道
、
九
州
電
灯
鉄
道
（
こ
れ
ら
の
会
社
は
す
べ
て
継
承
性
を
も
つ
）
に
お
い
て
、
松
永

と
桃
介
が
同
時
に
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
名
を
連
ね
た
こ
と
、
②
桃
介
が
社
長
を
つ
と
め
て
い
た
名
古
屋
電
灯
の
経
営
の
た
て

直
し
を
、
松
永
が
遂
行
し
た
こ
と
、
③
い
ず
れ
も
五
大
電
力
の
一
角
を
占
め
、
互
い
に
関
係
会
社
で
あ
る
東
邦
電
力
（
松
永
安
左

エ
門
）
と
大
同
電
力
（
福
沢
桃
介
）
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、
同
時
代
に
活
躍
し
た
こ
と
、
な
ど
に
現
れ
て
い
る
。
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以
上
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
い
く
冊
か
の
書
物
の
な
か
で
、
松
永
は
、
電
力
業
経
営
者
と
し
て
桃
介
の
後
継
者
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
、
言
わ
れ
て
（
33
）

き
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
電
力
統
制
問
題
に
関
す
る
松
永
と
桃
介
の
見
解
は
、
相
当
に
異
な
っ

て
い
た
。
密
接
な
間
柄
に
あ
り
、
同
じ
時
期
に
同
じ
電
力
会
社
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
松
永
と
桃
介
の
電
力
統
制
構
想
が

食
い
違
い
を
み
せ
た
の
は
、
両
者
の
電
源
開
発
に
対
す
る
考
え
方
が
大
き
く
違
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

松
永
安
左
エ
門
が
水
火
併
用
方
式
を
提
唱
し
た
の
と
は
対
照
的
に
、
福
沢
桃
介
は
、「
徹
頭
徹
尾
、
終
始
一
貫
の
水
（
34
）

力
党
」
と

し
て
行
動
し
た
。
も
ち
ろ
ん
桃
介
も
補
充
用
火
力
発
電
所
の
必
要
性
に
言
及
す
る
こ
と
も
あ
（
35
）

っ
た
が
、
彼
の
主
張
の
力
点
は
、
あ

く
ま
で
水
力
開
発
の
推
進
に
お
か
れ
た
。
例
え
ば
、
一
九
二
三
年
の
時
点
で
桃
介
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
謂
ふ
ま
で
も
無
く
、
本
邦
工
業
動
力
の
資
源
た
る
も
の
に
は
石
炭
あ
り
、
石
油
あ
り
。
さ
れ
ど
、
其
孰
れ
も
埋
蔵
寿
命
僅

か
に
今
後
一
世
紀
間
に
満
た
ず
。
今
に
し
て
之
が
浪
費
を
慎
む
事
無
く
ん
ば
、
近
く
燃
料
の
飢
饉
に
陥
る
べ
き
や
必
せ
り
。

勢
ひ
早
く
資
源
を
他
に
求
む
る
の
工
夫
な
か
る
べ
か
ら
ず
。

何
ぞ
や
。
水
力
即
ち
之
な
り
矣
。

夫
れ
水
の
力
た
る
や
、
原
泉
混
々
昼
夜
を
舎
て
ず
。
之
に
よ
り
電
力
を
発
生
し
、
工
業
に
鉄
道
に
燈
火
に
、
将
た
家
庭
に

利
用
す
る
を
得
ば
、
啻
に
至
便
を
天
下
に
供
し
得
ら
る
ゝ
の
み
な
ら
ず
、
又
能
く
最
高
能
率
を
発
揮
し
得
る
も
の
あ
る
に
至

る
や
論
を
待
た
ず
」。

「
視
よ
本
州
中
部
に
あ
り
て
は
、
所
謂
日
本
ア
ル
プ
ス
及
び
富
士
帯
の
畳
畳
た
る
山
岳
を
中
心
と
し
て
発
す
る
木
曽
、
飛
騨
、

神
通
、
黒
部
、
信
濃
、
富
士
、
天
竜
の
諸
川
あ
り
。
又
源
を
奥
羽
山
系
に
発
す
る
阿
賀
野
、
最
上
、
雄
物
、
北
上
諸
川
の
流

る
ゝ
あ
り
。
是
等
の
水
力
を
綜
合
す
れ
ば
、
無
量
数
百
万
馬
力
の
天
恵
に
達
（
36
）

」
す
。
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福
沢
桃
介
が
電
力
業
経
営
に
本
格
的
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
名
古
屋
電
灯
の
常
務
に
就
任
し
た
一
九
一
〇
年
六
月
だ
と

言
わ
れ
て
（
37
）

い
る
が
、
名
古
屋
電
灯
常
務
と
し
て
の
桃
介
が
、
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
で
あ
り
、
当
時
木
曽
川
発

電
所
を
建
設
中
で
あ
っ
た
名
古
屋
電
力
を
吸
収
合
併
す
る
こ
と
で
あ
（
38
）

っ
た
。
彼
は
、
同
年
九
月
に
は
、
木
曽
川
水
系
の
開
発
調
査

を
開
始
（
39
）

し
た
。
こ
の
事
実
は
、
桃
介
が
木
曽
川
筋
の
水
力
開
発
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

そ
の
後
一
九
一
四
年
に
名
古
屋
電
灯
の
社
長
と
な
っ
た
福
沢
（
40
）

桃
介
は
、
同
社
の
製
鉄
事
業
お
よ
び
木
曽
川
筋
の
水
力
開
発
事
業

を
分
離
独
立
さ
せ
て
、
一
九
一
八
年
に
木
曽
電
気
製
鉄
を
新
設
し
、
自
ら
社
長
に
就
任
し
た
。
桃
介
は
、
配
電
事
業
に
ウ
エ
ー
ト

を
お
く
名
古
屋
電
灯
の
経
営
に
つ
い
て
は
成
功
せ
ず
、
同
社
の
後
身
で
あ
る
関
西
電
気
の
再
建
を
松
永
安
左
エ
門
に
委
ね
て
、
一

九
二
一
年
に
関
西
電
気
社
長
か
ら
退
い
た
。
し
か
し
、
桃
介
は
、
水
力
発
電
事
業
に
ウ
エ
ー
ト
を
置
く
木
曽
電
気
製
鉄
と
そ
の
後

身
の
木
曽
電
気
興
業
の
経
営
に
は
熱
心
に
取
り
組
み
、
木
曽
電
気
興
業
・
大
阪
送
電
・
日
本
水
力
の
三
社
の
合
併
を
実
現
（
41
）

し
て
、

一
九
二
一
年
に
大
同
電
力
を
発
足
さ
せ
た
。
大
同
電
力
初
代
社
長
に
就
任
し
た
桃
介
は
、
一
九
二
八
年
ま
で
社
長
の
座
に
あ
っ

て
、
大
同
電
力
の
発
展
を
牽
引
し
、「
電
気
王
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
同
電
力
は
、
福
沢
桃
介
の
主
張
ど
お
り
に
、
水
力
中
心
の
電
源
開
発
を
推
進
し
た
。
同
社
が
と
く
に
力
を
入
れ
た
の
は
、
木

曽
川
水
系
で
の
水
力
開
発
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
一
九
二
一
年
か
ら
一
九
二
六
年
に
か
け
て
、
木
曽
川
筋
に
、
大
桑
、
須

原
、
賤
母
、
桃
山
、
読
書
、
大
井
、
落
合
の
各
水
力
発
電
所
を
、
次
々
と
新
増
設
（
42
）

し
た
。
そ
し
て
、
須
原
発
電
所
が
完
成
し
た
一

九
二
二
年
に
、
大
阪
向
け
の
七
万
七
〇
〇
〇
Ｖ
送
電
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
二
三
年
に
は
須
原
発
電
所
・
大
阪
変
電
所
間

の
二
三
八
㎞
を
結
ぶ
大
阪
送
電
線
を
竣
工
さ
せ
、
一
五
万
四
〇
〇
〇
Ｖ
送
電
を
実
現
し
た
。
そ
の
後
一
九
三
〇
年
に
は
東
京
送
電

線
（
一
五
万
四
〇
〇
〇
Ｖ
、
二
二
五
㎞
）
も
完
成
さ
せ
た
大
同
電
力
は
、
大
規
模
水
力
開
発
と
遠
距
離
送
電
と
を
結
合
し
て
、
日

本
電
力
と
と
も
に
、「
電
力
戦
」
の
主
役
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
6
）
「
電
力
の
鬼
」
と
「
電
気
王
」

慶
應
義
塾
の
創
設
者
・
福
沢
諭
吉
の
娘
婿
で
あ
る
福
沢
桃
介
。
同
じ
く
諭
吉
門
下
で
あ
り
、「
兄
貴
分
」
の
桃
介
の
勧
誘
で
電

力
業
界
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
松
永
安
左
エ
門
。
桃
介
の
評
伝
を
著
し
た
大
西
理
平
は
、「
桃
介
が
福
沢
先
生
の
着
物
を
裏

返
し
で
着
、
そ
の
同
じ
着
物
を
、
表
に
返
し
て
着
た
の
が
、
松
永
安
左
エ
門
で
あ
る
」
旨
、
書
い
て
（
43
）

い
る
。

大
西
が
「
裏
返
し
で
」
と
記
し
た
の
は
、
桃
介
が
「
虚
業
家
」
と
自
称
し
、
需
要
家
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
配

電
事
業
の
面
で
成
功
を
お
さ
め
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
松
永
安
左
エ
門
は
東
邦
電
力
の
社
長
を
長
く
つ
と
め
た
が
、
彼
が
同
社

の
前
身
、
関
西
電
気
の
経
営
再
建
に
乗
り
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
関
西
電
気
の
前
身
、
名
古
屋
電
灯
の
社
長
で
あ
り
な

が
ら
配
電
事
業
で
混
乱
を
招
い
た
桃
介
が
名
古
屋
市
民
の
不
評
を
買
い
、
そ
の
収
拾
を
松
永
に
委
ね
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
。そ

の
福
沢
桃
介
も
、
晩
年
に
は
、
木
曽
川
筋
の
水
力
開
発
で
次
々
と
成
果
を
上
げ
、「
電
気
王
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
方
、
松
永
安
左
エ
門
が
需
要
家
重
視
の
電
力
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
磨
き
上
げ
、
戦
後
の
民
営
九
電
力
体
制
の

「
生
み
の
親
」
と
な
っ
て
、「
電
力
の
鬼
」
と
呼
ば
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
福
沢
桃
介
は
、
水
力
開
発
を
第
一
義
的
に
追
求
し
、
電
力
国
営
化
や
発
送
電

事
業
の
配
電
事
業
か
ら
の
分
離
を
提
唱
し
た
。
国
営
、
発
送
電
と
配
電
の
分
離
、
水
力
中
心
の
電
源
開
発
を
掲
げ
る
福
沢
の
電
力

統
制
構
想
は
、
戦
時
体
制
下
の
電
力
国
家
管
理
に
受
け
継
が
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
民
営
、
発
送
配
電
一
貫
経
営
、
水
火
併
用

方
式
を
唱
え
る
松
永
の
構
想
は
、
戦
後
の
電
気
事
業
再
編
成
に
継
承
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
電
力
国
家
管
理
と
電
気
事
業
再
編
成
と

い
う
日
本
電
力
産
業
史
の
二
大
エ
ポ
ッ
ク
を
、
は
る
か
以
前
の
時
期
に
、
福
沢
桃
介
と
松
永
安
左
エ
門
は
見
通
し
て
い
た
わ
け
で

日本の電力業を形作った三人の福沢諭吉門下生
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あ
る
。

日
本
電
力
産
業
史
に
お
い
て
、
松
永
の
よ
う
に
「
需
要
家
重
視
」
を
標
榜
し
、
短
期
的
な
低
料
金
攻
勢
で
新
規
参
入
や
事
業
拡

大
を
は
た
そ
う
と
し
た
経
営
者
は
、
相
当
数
出
現
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、「
需
要
家
重
視
」
を
長
期
的
に
保
障

す
る
明
確
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
も
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
た
め
に
、
歴
史
の
流
れ
の
な
か
で
泡
沫
と
な
っ
て
消
え
て
い
っ
た
。
一

方
、
松
永
以
外
に
も
、
福
沢
桃
介
の
よ
う
に
、
斬
新
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
打
ち
出
し
た
経
営
者
は
、
数
は
少
な
い
が
存
在
し

た
。
し
か
し
、
桃
介
の
モ
デ
ル
が
典
型
的
事
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
大
半
は
、
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
つ

も
の
で
あ
り
、
需
要
家
重
視
の
姿
勢
を
貫
く
松
永
の
モ
デ
ル
に
比
べ
て
、
内
容
的
に
見
劣
り
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
っ
た
。
松
永
安
左
エ
門
は
、
需
要
家
重
視
の
姿
勢
と
斬
新
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
を
結
合
さ
せ
た
点
で
、
稀
有
な
電
力
業
経
営

者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
7
）
電
力
業
を
め
ぐ
る
二
つ
の
道

た
だ
し
、
先
見
性
に
富
ん
だ
内
容
を
有
す
る
松
永
安
左
エ
門
の
『
電
力
統
制
私
見
』
も
、
当
時
の
日
本
の
電
力
業
界
で
す
ぐ
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。『
電
力
統
制
私
見
』
の
眼
目
の
一
つ
で
あ
っ
た
一
区
域
一
会
社
主
義
に
よ
る
立
体
的
統
制

と
は
、
別
言
す
れ
ば
、
発
送
配
電
一
貫
の
垂
直
統
合
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
電
力
統
制
私
見
』
の
考
え
方
は
、
す
で

に
垂
直
統
合
を
実
現
し
て
い
た
東
京
電
灯
や
東
邦
電
力
に
は
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、
卸
売
電
力
会
社
で
あ
っ
た
大
同
電

力
や
日
本
電
力
か
ら
は
強
い
反
発
を
招
い
た
。

ま
た
、
こ
こ
で
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
そ
の
大
同
電
力
と
日
本
電
力
が
、
と
も
に
事
業
基
盤
を
関
西
地
方
に
お
い
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の
関
西
地
方
で
は
、
こ
の
よ
う
な
有
力
な
卸
売
電
力
会
社
が
存
在
し
た
一
方
で
、
宇
治
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川
電
気
の
ほ
か
に
大
阪
電
灯→

大
阪
市
、
京
都
電
灯
、
京
都
市
、
神
戸
電
灯→

神
戸
電
気→

神
戸
市
の
よ
う
な
有
力
な
小
売
電
気

事
業
者
が
乱
立
し
、
地
域
的
な
垂
直
統
合
の
軸
と
な
る
小
売
電
力
会
社
が
存
在
し
な
い
と
い
う
状
況
が
継
続
し
た
。
ま
た
、
関
西

地
方
は
、
九
州
・
中
部
・
関
東
の
各
地
域
の
電
力
業
界
に
大
き
な
発
言
力
を
確
保
す
る
に
い
た
っ
た
松
永
安
左
エ
門
が
十
分
な
影

響
力
を
も
た
な
い
、
例
外
的
な
地
域
で
も
あ
っ
た
。

卸
売
会
社
の
反
発
や
関
西
地
方
に
お
け
る
地
域
的
規
模
で
の
垂
直
統
合
の
不
進
捗
に
よ
っ
て
、
松
永
の
『
電
力
統
制
私
見
』

は
、
実
現
を
み
な
か
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
初
頭
の
時
点
で
松
永
の
電
力
統
制
構
想
は
、
日
本
の
電
力
業
界
で
多
数
の
支
持
を
得

て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
こ
に
は
、
松
永
構
想
に
対
抗
す
る
も
う
一
つ
の
有
力
な
構
想
が
存
在
し
た
。
福
沢
桃
介
の
電
力
統

制
構
想
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

松
永
安
左
エ
門
と
福
沢
桃
介
は
、
最
も
早
い
時
期
に
電
力
統
制
問
題
に
関
心
を
示
し
た
電
力
業
経
営
者
で
あ
（
44
）

っ
た
。
た
だ
し
、

二
人
が
一
九
二
三
年
か
ら
一
九
二
八
年
に
か
け
て
発
表
し
た
電
力
統
制
構
想
の
内
容
は
、
対
照
的
と
言
え
る
ほ
ど
異
な
っ
て
い

た
。
松
永
が
民
営
、
発
送
配
電
一
貫
経
営
、
水
火
併
用
方
式
な
ど
を
提
唱
し
た
の
に
対
し
て
、
桃
介
は
国
営
、
発
送
電
と
配
電
の

分
離
、
水
力
中
心
主
義
な
ど
を
主
張
（
45
）

し
た
。
需
要
家
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
重
視
し
、
水
火
併
用
方
式
に
よ
る
発
電
コ
ス
ト
の

切
下
げ
（＝

低
廉
な
電
気
供
給
の
実
現
）
に
力
を
入
れ
た
松
永
が
民
営
や
発
送
配
電
一
貫
経
営
を
主
張
し
、
多
額
の
資
金
を
必
要

と
す
る
水
力
開
発
を
第
一
義
的
に
追
求
し
た
桃
介
が
国
営
や
発
送
電
事
業
の
配
電
事
業
か
ら
の
分
離
を
提
唱
（
46
）

し
た
の
は
、
い
わ
ば

自
然
の
成
行
き
だ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
二
〇
年
代
末
ま
で
に
出
揃
っ
た
松
永
構
想
と
福
沢
構
想
は
、
そ
の
後
の
日
本
電
力
業
の
進
む
道
を
示
唆
す
る
重
要
な
意
味

合
い
を
も
っ
て
い
た
。
国
営
、
発
送
電
と
配
電
の
分
離
、
水
力
中
心
を
掲
げ
る
桃
介
の
電
力
統
制
構
想
は
、
や
が
て
第
二
次
世
界

大
戦
の
戦
時
統
制
下
の
電
力
国
家
管
理
に
受
け
継
が
（
47
）

れ
た
。
民
営
、
発
送
配
電
一
貫
経
営
、
水
火
併
用
方
式
を
唱
え
る
松
永
の
電

日本の電力業を形作った三人の福沢諭吉門下生
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力
統
制
構
想
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
電
気
事
業
再
編
成
に
継
承
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
電
力
国
家
管
理
と
電
気
事
業
再
編
成
と
い
う

日
本
電
力
産
業
史
上
の
二
大
エ
ポ
ッ
ク
を
、
は
る
か
以
前
の
時
期
に
、
福
沢
桃
介
と
松
永
安
左
エ
門
は
見
通
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
桃
介
が
「
電
気
王
」
と
呼
ば
れ
、
松
永
が
「
電
力
の
鬼
」
と
呼
ば
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

三

松
永
安
左
エ
門
と
小
林
一
三

（
1
）
松
永
―
―
電
力
国
家
管
理
論
争
で
の
敗
北

一
九
三
〇
年
代
に
な
っ
て
も
東
邦
電
力
社
長
の
松
永
安
左
エ
門
は
、
日
本
電
力
業
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
心
的
な
担
い
手

で
あ
り
続
け
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
松
永
の
持
論
で
あ
っ
た
「
水
火
併
用
方
式
」
が
電
力
業
界
の
な
か
で
徐
々
に
広
が
っ
て
い
っ

た
か
ら
、
電
源
開
発
面
で
の
彼
の
行
動
は
、
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
な
く
な
っ
た
。
松
永
の
経
営
手
腕
を
際
立
た
せ
た
の
は
、
資
金
調

達
面
で
の
革
新
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
電
力
外
債
の
元
利
金
支
払
負
担
の
急
増
へ
の
対
応
、
担
保
付
低
利
内
債
の
発
行
、
一
九
三

〇
年
代
半
ば
以
降
の
自
己
資
本
の
拡
充
な
ど
の
形
を
取
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
詳
し
く
論
（
48
）

じ
た
の
で
、
こ
こ

で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

松
永
安
左
エ
門
の
電
力
統
制
構
想
は
先
見
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
実
は
、
日
本
の
電

力
業
が
、
松
永
の
『
電
力
統
制
私
見
』
を
受
け
て
電
気
事
業
再
編
成
へ
直
進
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
間
に
電
力
国
家
管
理
と
い
う

「
長
い
回
（
49
）

り
道
」
を
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
電
力
国
家
管
理
は
、

（
一
）
電
力
業
経
営
者
の
創
意
工
夫
や
民
間
電
力
会
社
の
活
力
を
封
殺
し
た
、
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（
二
）
水
力
中
心
の
発
送
電
事
業
の
一
元
化
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
た
め
、
電
気
供
給
の
安
定
性
や
発
電
コ
ス
ト
の

面
で
問
題
を
残
し
た
、

（
三
）
発
送
電
事
業
と
配
電
事
業
と
を
徹
底
的
に
分
断
し
た
、

な
ど
の
面
で
経
済
的
に
み
て
非
合
理
な
側
面
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
強
行
さ
れ
た
の
は
、
国
家
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
台

頭
等
の
経
済
外
的
要
因
が
作
用
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
電
力
業
界
の
自
主
統
制
に
は
看

過
し
が
た
い
難
点
が
あ
り
、
そ
れ
が
電
力
国
家
管
理
推
進
論
に
一
定
の
説
得
力
を
与
え
た
と
い
う
事
情
も
存
在
し
た
。
そ
の
難
点

と
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
卸
売
電
力
会
社
と
小
売
電
力
会
社
と
の
併
存
状
態
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
代
に
松
永
安
左
エ
門
の
構
想
ど
お
り
に
電
力
業
界
の
自
主
統
制
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
の
原
因
と
し
て

は
、
し
ば
し
ば
同
業
他
社
の
経
営
者
を
厳
し
い
調
子
で
批
判
し
た
松
永
自
身
の
激
し
い
気
性
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
、

電
力
業
界
の
自
主
統
制
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
三
二
年
に
成
立
し
た
電
力
連
盟
で
あ
っ
た
が
、
同
連
盟
に
対
す
る
松
永

の
評
価
は
、
賛
否
両
面
を
含
む
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
と
言
う
の
は
、
電
力
連
盟
が
発
揮
し
た
競
争
停
止
機
能
は
彼

の
意
向
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
連
盟
が
現
状
維
持
原
則
を
掲
げ
、
卸
売
電
力
会
社
と
小
売
電
力
会
社
と
の
併
存
状
態
を
固
定

化
し
た
こ
と
は
、
発
送
配
電
一
貫
経
営
を
め
ざ
す
松
永
の
構
想
に
明
ら
か
に
背
反
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

事
情
を
ふ
ま
え
て
松
永
は
、
電
力
連
盟
の
結
成
直
後
に
は
、
連
盟
に
対
す
る
直
接
的
な
評
価
を
下
さ
な
か
（
50
）

っ
た
。
し
か
し
、
一
九

三
三
年
に
電
力
連
盟
が
水
力
開
発
の
再
開
を
決
定
す
る
と
、
彼
は
、
水
力
偏
重
主
義
の
再
来
と
し
て
、
こ
れ
に
猛
烈
に
反
発
し

た
。
他
の
電
力
業
経
営
者
に
対
し
て
、
歯
に
衣
を
着
せ
な
い
批
判
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
る
。

電
力
国
家
管
理
反
対
論
の
中
心
的
な
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
電
力
業
経
営
者
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
松
永
安
左
エ
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門
は
、
立
論
の
包
括
性
や
一
貫
性
の
点
で
抜
き
ん
出
て
い
た
。
松
永
と
と
も
に
代
表
的
な
電
力
国
家
管
理
反
対
論
者
と
し
て
並
び

称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
日
本
電
力
社
長
の
池
尾
芳
蔵
は
、
反
対
姿
勢
の
一
貫
性
の
点
で
問
題
を
残
し
、
最
終
的
に
は
国
家
管
理
に

迎
合
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
池
尾
が
、
一
九
四
一
年
に
、
電
力
国
家
管
理
の
要
に
位
置
す
る
日
本
発
送
電
の
総
裁
に
就
任
し
た
こ

と
に
、
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

松
永
安
左
エ
門
ら
の
強
い
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
い
に
一
九
三
九
年
に
は
電
力
国
家
管
理
が
強
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
東

邦
電
力
を
含
む
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
民
間
電
力
会
社
は
、
一
九
四
二
年
ま
で
に
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
松
永
―
―
電
気
事
業
再
編
成
を
主
導

電
力
国
家
管
理
は
足
掛
け
一
三
年
間
も
続
き
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
か
ら
六
年
後
の
一
九
五
一
年
に
実
施
さ
れ
た
電
気
事

業
再
編
成
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
再
編
成
の
プ
ロ
セ
ス
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら

ぬ
松
永
安
左
エ
門
で
あ
っ
た
。

松
永
安
左
エ
門
は
、
電
力
国
家
管
理
に
反
対
し
て
敗
れ
、
戦
時
中
は
隠

生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
一
九
四
九
年
に
電
気
事
業

再
編
成
審
議
会
の
会
長
と
し
て
社
会
復
帰
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
年
以
上
も
前
に
発
表
し
た
『
電
力
統
制
私
見
』
に
も
と
づ
き
、

民
有
民
営
・
地
域
別
九
分
割
・
発
送
配
電
一
貫
経
営
の
九
電
力
体
制
を
生
み
出
す
た
め
、
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
し
た
。

占
領
期
に
絶
対
的
な
権
力
を
有
し
て
い
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
正
確
に
は
、G

H
Q
/SCA

P�G
eneralH

eadquarters/Suprem
e
Com
-

m
anderforthe

A
llied

Pow
ers,

連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
は
、
当
初
、
松
永
安
左
エ
門
の
プ
ラ
ン
と
異
な
る
電
気
事
業

再
編
成
案
を
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
も
、
最
終
的
に
は
松
永
プ
ラ
ン
を
支
持
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
も
そ
も
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
再
編
成
案
は
、
五
ブ
ロ
ッ
ク
案
、
七
ブ
ロ
ッ
ク
案
、
九
ブ
ロ
ッ
ク
案
、
一
〇
分
割
案
と
激
し
く
動
揺
し
た
。
実
効
性
の
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あ
る
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
う
え
で
、
日
本
の
電
力
業
の
実
情
を
知
り
尽
く
し
た
松
永
安
左
エ
門
と
、
付
け
焼
刃
で
机
上
の
作
業
を

行
っ
た
だ
け
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
実
力
の
差
は
歴
然
と
し
て
お
り
、
電
気
事
業
再
編
成
は
松
永
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
（
51
）

っ
た
。

松
永
安
左
エ
門
の
電
力
業
に
対
す
る
理
解
を
豊
か
に
さ
せ
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
の
は
、「
科
学
的
経
営
」
と
評
価

さ
れ
た
、
戦
前
の
東
邦
電
力
に
お
け
る
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
験
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
電
気
事
業
再
編
成
を
準
備
す
る
過
程

で
、
松
永
の
も
と
に
、
日
本
の
電
力
業
界
を
代
表
す
る
優
秀
な
人
材
が
参
集
し
た
こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ

ろ
う
。
例
え
ば
、
松
永
が
民
営
地
域
別
九
分
割
案
を
策
定
す
る
過
程
で
は
、
再
編
成
推
進
の
「
三
羽
烏
」
と
称
さ
れ
た
関
東
配
電

の
木
川
田
一
隆
、
関
西
配
電
の
芦
原
義
重
、
中
部
配
電
の
横
山
通
夫
の
三
人
が
、
松
永
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
重
要
な
役
割
を
は

た
（
52
）

し
た
。
木
川
田
、
芦
原
、
横
山
は
、
の
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
東
京
電
力
、
関
西
電
力
、
中
部
電
力
の
社
長
に
就
任
し
、
高
度
経
済
成

長
期
に
お
け
る
日
本
の
電
力
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

松
永
安
左
エ
門
の
合
理
的
な
電
力
業
経
営
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
電
力
業
界
に
も
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
松
永
プ
ラ
ン
に
の
っ
と
っ
て
実
施
さ
れ
た
電
気
事
業
再
編
成
に
よ
っ
て
一
九
五
一
年
に
誕
生
し
た
民
営
九
電
力
体
制

は
、
そ
の
後
、
長
期
に
わ
た
っ
て
定
着
し
た
。
同
体
制
は
、
一
九
八
八
年
の
沖
縄
電
力
の
民
営
化
に
よ
っ
て
一
〇
電
力
体
制
に
衣

替
え
し
た
も
の
の
、
二
〇
一
六
年
に
電
力
小
売
全
面
自
由
化
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
、
六
五
年
間
も
継
続
し
た
の
で
あ
る
。

（
3
）
小
林
―
―
東
京
電
灯
の
経
営
再
建

こ
こ
で
、
目
を
小
林
一
三
に
転
じ
よ
う
。

小
林
一
三
が
、
郷
誠
之
助
に
代
わ
っ
て
東
京
電
灯
の
社
長
に
就
任
し
た
の
は
一
九
三
三
年
の
こ
と
で
あ
り
、
社
長
在
任
期
間
は
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一
九
四
〇
年
に
ま
で
及
ん
だ
。
阪
急
電
鉄
（
阪
神
急
行
電
鉄
）
社
長
で
あ
っ
た
小
林
は
、
東
京
電
灯
に
多
額
の
融
資
を
行
っ
て
い

た
出
身
先
の
三
井
銀
行
の
（
53
）

要
請
に
応
じ
て
一
九
二
七
年
に
取
締
役
と
し
て
東
京
電
灯
入
り
し
、
一
九
二
八
年
に
は
東
京
電
灯
副
社

長
と
な
っ
て
い
た
。
小
林
の
東
京
電
灯
入
り
に
関
し
て
は
、
一
九
二
八
年
の
東
京
電
力
の
東
京
電
灯
へ
の
合
併
に
よ
っ
て
、
東
京

電
灯
の
大
株
主
・
取
締
役
と
も
な
っ
た
松
永
安
左
エ
門
も
賛
意
を
表
（
54
）

し
た
。

一
九
三
〇
年
六
月
の
若
尾
璋
八
の
社
長
退
任
後
、
東
京
電
灯
の
経
営
の
実
権
を
握
っ
た
小
林
一
三
は
、
信
越
電
力
の
後
身
で
あ

る
東
京
発
電
の
合
併
（
一
九
三
一
年
）
に
よ
る
購
入
電
力
の
整
理
、
電
力
損
失
の
軽
減
策
の
推
進
（
一
九
三
二
年
以（
55
）

降
）、「
水

火
併
用
方
式
」
に
も
と
づ
く
鶴
見
火
力
発
電
所
の
大
規
模
増
設
（
一
九
三
六
年
）
等
を
実
行
し
て
、
発
電
コ
ス
ト
の
切
下
げ
に
つ

と
め
た
。
小
林
の
も
と
で
東
京
電
灯
は
、
需
要
構
成
に
お
け
る
割
安
な
電
力
需
要
の
比
重
増
大
に
対
処
し
て
発
電
コ
ス
ト
を
不
断

に
引
き
下
げ
る
と
い
う
、
東
邦
電
力
が
松
永
安
左
エ
門
の
も
と
で
一
九
二
〇
年
代
以
来
追
求
し
て
い
た
も
の
と
同
一
の
課
題
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

東
京
電
灯
の
経
営
者
と
し
て
の
小
林
一
三
が
取
り
組
ん
だ
一
連
の
施
策
の
な
か
で
、
彼
の
特
徴
が
最
も
鮮
明
に
表
れ
た
の
は
、

営
業
の
革
新
で
あ
る
。
東
京
電
力
株
式
会
社
編
『
関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力

電
気
事
業
の
創
始
か
ら
東
京
電
力
五
〇
年
へ

の
軌
跡
』（
二
〇
〇
二
年
）
は
、
小
林
が
先
頭
に
立
っ
て
推
進
し
た
東
京
電
灯
の
営
業
革
新
に
つ
い
て
、
詳
細
な
記
述
を
展
開
し

て
い
る
（
四
三
八
―
四
四
七
頁
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
小
林
は
、
①
東
京
市
内
一
七
営
業
所
体
制
の
構
築
（
一
九
三
一
年
一
二

月
）、
②
「
商
売
人
精
神
」
の
涵
養
に
よ
る
需
要
開
発
運
動
の
展
開
、
③
接
客
態
度
の
改
善
、
④
料
金
事
務
の
シ
ス
テ
ム
化
、
な

ど
を
推
進
し
た
。
こ
の
う
ち
①
は
、「
営
業
所
の
管
轄
区
域
を
�
小
区
域
に
分
け
て
商
売
人
ら
し
く
サ
ー
ビ
ス
本
位
に
�
需
要
家

と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
」
し
た
措
置
で
あ
っ
た
。
②
は
、「
具
体
的
に
は
、
増
灯
・
増
燭
、
と
り
わ
け
電
気
器
具
の
販

売
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
�
キ
ロ
時
売
り
上
げ
の
増
進
�
を
ね
ら
い
と
し
」
て
い
た
。
ま
た
、
③
に
つ
い
て
は
、
②
の
需
要
開
発
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運
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
暖
房
器
具
街
頭
販
売
の
「
隠
れ
た
真
の
目
的
は
�
職
員
接
客
精
神
の
涵
養
鼓
舞
�
に
あ
っ
た
」、

と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
④
に
関
し
て
は
、「
そ
れ
ま
で
の
集
金
し
や
す
い
日
に
集
金
す
る
、
い
わ
ゆ
る
�
渦
巻
式
集
金

法
�
と
は
異
な
り
、
需
要
家
は
例
日
ほ
ぼ
同
時
刻
に
同
一
集
金
員
に
よ
っ
て
料
金
を
請
求
さ
れ
る
た
め
、
会
社
に
対
し
て
債
務
観

念
が
植
え
つ
け
ら
れ
、
例
日
に
支
払
う
需
要
家
が
し
だ
い
に
増
加
し
た
」、
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
小
林
―
―
関
西
電
力
へ
の
革
新
的
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
継
承

こ
こ
で
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
電
気
事
業
再
編
成
で
誕
生
し
た
関
西
電
力
の
初
代
社
長
の
太
田
垣
士
郎
（
社
長
在
任
期

間
は
一
九
五
一
〜
五
九
年
）
と
第
二
代
社
長
の
芦
原
義
重
（
社
長
在
任
期
間
は
一
九
五
九
〜
七
〇
年
）
が
、
い
ず
れ
も
阪
急
電
鉄

の
出
身
で
あ
り
、
阪
急
電
鉄
時
代
に
小
林
一
三
の
薫
陶
を
受
け
て
い
た
点
で
あ
る
。
別
の
機
会
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
太
田

垣
・
芦
原
両
社
長
が
在
任
し
た
当
時
、
関
西
電
力
を
含
む
日
本
の
九
電
力
会
社
（
北
海
道
電
力
・
東
北
電
力
・
東
京
電
力
・
中
部

電
力
・
北
陸
電
力
・
関
西
電
力
・
中
国
電
力
・
四
国
電
力
・
九
州
電
力
）
は
「
低
廉
で
安
定
的
な
電
気
供
給
」
を
実
現
し
、「
黄

金
時
代
」
を
謳
歌
し
た
が
、
関
西
電
力
は
、
そ
の
九
電
力
会
社
全
体
の
な
か
で
も
、
企
業
活
力
の
大
き
さ
の
点
で
抜
き
ん
出
た
存

在
で
あ
（
56
）

っ
た
。
太
田
垣
・
芦
原
コ
ン
ビ
が
社
運
を
賭
け
て
実
現
し
た
、
一
九
六
一
年
の
黒
部
川
第
四
発
電
所
の
運
転
開
始
は
、
そ

れ
を
象
徴
す
る
出
来
事
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
と
も
に
阪
急
電
鉄
出
身
で
、
と
も
に
小
林
一
三
の
薫
陶
を
受
け
た
二
人
の
ト
ッ
プ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
率
い
ら
れ
る
形
で
、
関
西
電
力
は
、「
黄
金
時
代
」
を
迎
え
て
い
た
九
電
力
会
社
の
な
か
で
も
出
色
の
革
新
的
経

営
を
展
開
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
人
脈
に
つ
ら
な
る
複
数
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
革
新
的

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
継
承
し
、
結
果
と
し
て
企
業
経
営
に
進
化
を
も
た
ら
し
た
典
型
的
事
例
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

由
井
常
彦
編
『
憂
楽
五
十
年
―
―
芦
原
義
重

回
顧
と
展
望
』（
日
本
経
営
史
研
究
所
、
一
九
七
八
年
）
の
な
か
で
、
芦
原
は
、
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自
ら
と
小
林
と
の
関
係
、
小
林
と
太
田
垣
と
の
関
係
、
自
ら
と
太
田
垣
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

「
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
私
が
小
林
さ
ん
に
教
え
ら
れ
た
の
は
、
事
業
と
か
経
営
と
か
い
う
も
の
は
、

後
を
振
り
返
っ
て
い
た
の
で
は
だ
め
な
ん
で
、
や
は
り
少
し
先
の
将
来
の
こ
と
を
見
通
し
て
、
少
々
危
険
が
あ
っ
て
も
、
そ

の
危
険
を
覚
悟
し
て
決
断
し
て
や
ら
な
い
と
、
決
し
て
事
業
は
繁
栄
し
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
、

企
業
の
経
営
と
い
う
の
は
、
何
よ
り
も
合
理
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。
と
く
に
こ
の
二
つ
で
す
ね
」

（
三
一
頁
）。

「
太
田
垣
さ
ん
を
関
西
電
力
の
社
長
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
公
益
事
業
委
員
会
の
中
は
割
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。（

57
）

日
発
が
（
58
）

池
尾
さ
ん
を
推
し
た
の
は
事
実
で
す
が
、
そ
れ
も
あ
ま
り
強
く
は
な
か
っ
た
の
で
、
割
合
す
ら
っ
と
決
ま
っ
た
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
太
田
垣
さ
ん
が
果
た
し
て
こ
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
実
を
言
う
と
私
ど
も
の

間
で
も
意
見
が
ま
ち
ま
ち
で
し
（
59
）

た
ね
。
そ
れ
で
実
際
に
（
60
）

松
永
さ
ん
（
61
）

と
堀
さ
ん
が
小
林
一
三
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
頼
み
に
行
か
れ

て
、
そ
れ
で
や
っ
と
小
林
さ
ん
が
承
知
さ
れ
た
。
太
田
垣
さ
ん
ご
自
身
も
小
林
さ
ん
が
行
っ
て
も
い
い
と
お
っ
し
ゃ
る
の
な

ら
行
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
太
田
垣
さ
ん
に
決
ま
っ
た
と
私
は
聞
い
て
お
り
ま
す
」（
八
〇
頁
）。

「
合
理
化
精
神
と
い
う
の
は
小
林
イ
ズ
ム
の
一
つ
で
す
か
ら
ね
。
ま
ず
太
田
垣
さ
ん
が
は
じ
め
に
や
ら
れ
た
の
は
、
要
ら
な

い
も
の
を
倉
庫
に
お
い
て
置
く
な
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
で
倉
庫
を
調
べ
て
回
っ
て
、
無
駄
な
も
の
を
見
つ
け
る
と
全
部
処

分
し
て
金
に
換
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
ね
。
た
と
え
ど
ん
な
に
わ
ず
か
な
も
の
で
も
。

ま
た
、
電
気
料
金
の
集
金
率
が
悪
い
の
で
、
な
ん
と
か
そ
れ
を
向
上
さ
せ
よ
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
そ
の
頃
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は
電
力
の
ロ
ス
が
非
常
に
多
か
っ
た
か
ら
、
ロ
ス
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
ま
た
火
力
発
電
所
の
熱
効
率
が
よ
く
な

い
か
ら
、
そ
の
熱
効
率
を
上
げ
る
よ
う
に
機
械
を
改
善
す
る
こ
と
。
こ
う
し
た
い
ろ
ん
な
問
題
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
れ
は
技

術
の
ほ
う
だ
か
ら
芦
原
お
前
が
や
れ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
わ
け
で
す
」（
九
二
頁
）。

ま
た
、
芦
原
義
重
は
、「
太
田
垣
さ
ん
は
、
決
断
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
重
要
性
と
い
う
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
ね
」
と

い
う
由
井
常
彦
の
質
問
に
対
し
て
、「
重
要
な
こ
と
は
い
つ
も
二
人
で
相
談
し
て
や
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
個
別
の
ケ
ー
ス
で
あ

ら
た
ま
っ
て
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
つ
ね
づ
ね
�
芦
原
君
、
何
を
や
る
場
合
で
も
、
ど
ん
な
に
慎
重
に
調
査
や

研
究
を
し
て
や
っ
て
も
必
ず
リ
ス
ク
は
あ
る
も
の
だ
。
だ
か
ら
だ
い
た
い
の
と
こ
ろ
八
割
ま
で
大
丈
夫
で
、
二
割
ぐ
ら
い
の
リ
ス

ク
が
あ
る
場
合
に
は
、
社
長
の
責
任
で
決
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
�
そ
う
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。（
中
略
）
経
営
者
は
八
〇

パ
ー
セ
ン
ト
で
決
断
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
」、
と
答
え
て
い
る
（
九
五
頁
）。

こ
れ
ら
の
芦
原
の
言
葉
か
ら
、
太
田
垣
士
郎
も
芦
原
義
重
も
、
阪
急
電
鉄
時
代
に
薫
陶
を
受
け
た
小
林
一
三
か
ら
、
先
見
性
を

も
っ
て
リ
ス
ク
に
挑
戦
す
る
、
合
理
的
な
姿
勢
に
徹
す
る
な
ど
の
基
本
的
な
考
え
を
受
け
継
い
で
、
関
西
電
力
の
経
営
に
あ
た
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

阪
急
電
鉄
で
小
林
の
薫
陶
を
受
け
た
太
田
垣
・
芦
原
の
二
人
は
、
関
西
の
電
力
業
界
に
お
い
て
、
全
国
的
典
型
と
な
る
よ
う
な

革
新
的
経
営
を
展
開
（
62
）

し
た
。
そ
の
先
見
性
と
合
理
性
に
よ
っ
て
彼
ら
は
、「
電
気
事
業
再
編
成
の
成
果
」、
つ
ま
り
民
営
九
電
力
体

制
の
電
力
国
家
管
理
に
対
す
る
優
位
を
、
業
界
内
外
に
知
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

日本の電力業を形作った三人の福沢諭吉門下生
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四

お
わ
り
に
―
―
福
沢
諭
吉
門
下
生
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
味

本
稿
で
は
、
福
沢
桃
介
・
松
永
安
左
エ
門
・
小
林
一
三
と
い
う
三
人
の
福
沢
諭
吉
門
下
生
が
、
日
本
電
力
業
の
発
展
に
は
た
し

た
役
割
を
検
証
し
て
き
た
。
前
段
で
一
九
三
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
桃
介
と
松
永
の
活
動
を
比
較
し
た
の
ち
、
後
段
で
一
九
三
〇
年

代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
か
け
て
の
松
永
と
小
林
の
動
向
を
振
り
返
っ
た
。

一
九
二
〇
年
代
に
は
「
電
力
戦
」
が
活
発
化
す
る
な
か
で
電
力
業
界
の
統
制
を
い
か
に
進
め
る
か
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

た
が
、
こ
の
問
題
に
電
力
業
経
営
者
と
し
て
い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
の
は
松
永
安
左
エ
門
と
福
沢
桃
介
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年

代
末
ま
で
に
出
揃
っ
た
松
永
構
想
と
福
沢
構
想
は
、
そ
の
後
の
日
本
電
力
業
の
進
む
道
を
示
唆
す
る
重
要
な
意
味
合
い
を
も
っ

た
。
国
営
、
発
送
電
と
配
電
の
分
離
、
水
力
中
心
を
掲
げ
る
桃
介
の
電
力
統
制
構
想
は
、
や
が
て
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
時
統
制

下
の
電
力
国
家
管
理
に
受
け
継
が
れ
た
。
民
営
、
発
送
配
電
一
貫
経
営
、
水
火
併
用
方
式
を
唱
え
る
松
永
の
電
力
統
制
構
想
は
、

第
二
次
大
戦
後
の
電
気
事
業
再
編
成
に
継
承
さ
れ
た
。
電
力
国
家
管
理
と
電
気
事
業
再
編
成
と
い
う
日
本
電
力
産
業
史
上
の
二
大

エ
ポ
ッ
ク
を
、
福
沢
桃
介
と
松
永
安
左
エ
門
は
は
る
か
以
前
か
ら
見
通
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

松
永
安
左
エ
門
も
小
林
一
三
も
、
第
二
次
大
戦
以
前
か
ら
日
本
電
力
業
が
部
分
的
に
内
包
し
て
い
た
民
間
活
力
に
よ
る
合
理
的

経
営
と
い
う
革
新
的
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
戦
後
に
継
承
し
た
。
戦
後
長
期
に
わ
た
っ
て
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
「
民
営
九
（
一
〇
）
電

力
体
制
」
の
生
み
の
親
で
あ
る
松
永
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継
い
だ
の
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
そ
れ
ぞ
れ
東
京
電
力
・
関
西
電
力
・

中
部
電
力
の
社
長
を
つ
と
め
た
木
川
田
一
隆
・
芦
原
義
重
・
横
山
通
夫
で
あ
っ
た
。
一
方
、
松
永
の
そ
れ
と
同
様
に
合
理
性
と
先

見
性
と
を
特
徴
と
す
る
小
林
一
三
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
関
西
電
力
初
代
お
よ
び
第
二
代
社
長
に
就
任
し
た
太
田
垣
士
郎
お
よ
び
芦
原
義
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重
と
い
う
、
二
人
の
阪
急
電
鉄
出
身
経
営
者
に
継
承
さ
れ
た
。
芦
原
は
、
松
永
と
小
林
の
い
ず
れ
も
の
薫
陶
を
受
け
た
こ
と
に
な

る
。以

上
の
よ
う
な
本
稿
で
の
検
討
結
果
か
ら
、
福
沢
桃
介
・
松
永
安
左
エ
門
・
小
林
一
三
と
い
う
三
人
の
慶
應
義
塾
出
身
の
企
業

家
が
日
本
電
力
業
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
ら
三
人
は
日
本
電
力
業
の
骨
格
形
成
に
不
可

欠
の
企
業
家
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
、
け
っ
し
て
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

福
沢
桃
介
・
松
永
安
左
エ
門
・
小
林
一
三
の
三
人
は
、
一
八
八
三
年
か
ら
一
八
八
九
年
に
か
け
て
あ
い
つ
い
で
福
沢
諭
吉
率
い

る
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
彼
ら
三
人
が
い
ず
れ
も
福
沢
諭
吉
門
下
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
は
、
何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
先
見

的
視
角
と
合
理
的
精
神
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
移
植
産
業
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。「
電
気
王
」
と
呼
ば
れ
た
福
沢
桃
介
や
「
電
力
の
鬼
」
と
畏
敬
さ
れ
た
松
永
安
左
エ
門
だ
け
で
な
く
、
電
鉄
業
・
電
力
業
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
活
躍
し
た
小
林
一
三
の
事
例
か
ら
も
、
こ
の
点
は
確
認
で
き
る
。

慶
應
義
塾
出
身
の
近
代
企
業
家
た
ち
は
、「
学
閥
」
に
よ
っ
て
「
群
れ
」
た
の
で
は
な
く
、
先
見
的
視
角
と
合
理
的
精
神
に

よ
っ
て
「
結
集
」
し
た
の
で
は
な
い
か
。「
群
れ
」
は
、
原
因
で
は
な
く
、
結
果
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

注（
1
）
こ
の
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
橘
川
武
郎
「
福
沢
桃
介
と
松
永
安
左
エ
門
―
―
日
本
の
電
力
業
を
形
作
っ
た
二
人
の
福
沢
諭
吉
門
下

生
―
―
」『
経
営
史
学
』
第
五
四
巻
第
四
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
二
五
日
、
四
五
―
四
八
頁
参
照
。

（
2
）
松
永
安
左
エ
門
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
橘
川
武
郎
『
松
永
安
左
エ
門
―
―
生
き
て
い
る
う
ち
鬼
と
い
わ
れ
て
も
―
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
〇
四
年
、
橘
川
武
郎
「
松
永
安
左
エ
門
―
―
電
化
の
旗
手
に
よ
る
�
民
営
公
益
事
業
�
方
式
の
定
着
」
同
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

日本の電力業を形作った三人の福沢諭吉門下生
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の
歴
史
―
―
日
本
の
革
新
的
企
業
家
群
像
―
―
』
有
斐
閣
、
二
〇
一
九
年
、
九
一
―
一
〇
〇
頁
参
照
。

（
3
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
西
理
平
編
『
福
沢
桃
介
翁
伝
』
福
沢
桃
介
翁
伝
記
編
纂
所
、
一
九
三
九
年
、
四
〇
九
頁
、
小
島
直
記
『
松
永

安
左
ヱ
門
の
生
涯
』「
松
永
安
左
ヱ
門
伝
」
刊
行
会
、
一
九
八
〇
年
、
四
八
八
頁
参
照
。

（
4
）
一
九
八
八
年
の
沖
縄
電
力
の
民
営
化
に
よ
っ
て
、「
民
営
九
電
力
体
制
」
は
、「
民
営
一
〇
電
力
体
制
」
へ
姿
を
変
え
た
。

（
5
）
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
橘
川
武
郎
『
日
本
電
力
業
の
発
展
と
松
永
安
左
ヱ
門
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、
三
九
八

―
四
一
五
頁
参
照
。

（
6
）
小
林
一
三
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
老
川
慶
喜
『
日
本
の
企
業
家
5

小
林
一
三
―
―
都
市
型
第
三
次
産
業
の
先
駆
的
創
造
者
―
―
』
Ｐ

Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
、
橘
川
武
郎
「
小
林
一
三
―
―
都
市
化
の
旗
手
に
よ
る
新
産
業
創
出
」
前
掲
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
』、

八
一
―
九
一
頁
参
照
。

（
7
）
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
本
州
中
央
部
以
外
の
諸
地
域
で
も
、
遠
距
離
送
電
と
大
規
模
水
力
開
発
を
起
点
と
す
る
、
電
力
市
場
を
舞
台
に

し
た
電
力
会
社
間
の
競
争
が
展
開
さ
れ
た
。

（
8
）
本
稿
で
は
、
最
終
需
要
者
向
け
の
電
気
販
売
を
主
業
と
す
る
も
の
を
小
売
電
力
会
社
と
し
、
他
の
電
力
会
社
向
け
の
電
気
販
売
を
主
業

と
す
る
も
の
を
卸
売
電
力
会
社
と
し
た
。

（
9
）
松
永
安
左
エ
門
「
電
気
事
業
統
制
に
就
て
」『
電
気
公
論
』
第
一
七
巻
第
一
〇
号
、
一
九
三
三
年
、
四
七
九
頁
。

（
10
）
松
永
安
左
エ
門
「
電
気
事
業
」『
社
会
経
済
体
系

第
九
巻
』
日
本
評
論
社
、
一
九
二
七
年
、
三
九
三
頁
。

（
11
）
同
前
三
九
九
頁
。

（
12
）
一
九
二
二
―
三
一
年
の
時
期
に
松
永
安
左
エ
門
が
取
り
組
ん
だ
資
金
調
達
面
で
の
革
新
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
橘
川
前
掲
『
日
本
電
力

業
の
発
展
と
松
永
安
左
ヱ
門
』
三
一
六
―
三
二
九
頁
参
照
。

（
13
）
松
永
安
左
エ
門
「
電
気
事
業
の
財
源
」『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
一
九
二
六
年
二
月
一
日
、
同
『
電
気
事
業
界
の
近
時
』、
一
九
二
六
年
、
な

ど
参
照
。
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（
14
）
一
九
二
七
年
九
月
以
前
の
時
期
に
は
、
電
力
会
社
は
、
社
債
の
発
行
枠
拡
張
を
可
能
に
す
る
株
金
払
込
徴
収
を
行
う
た
め
、
無
理
な
高

率
配
当
を
強
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
無
理
な
配
当
を
強
い
ら
れ
た
電
力
会
社
は
、
配
当
資
金
を
調
達
す
る
た
め
、
銀
行
な
ど
か

ら
多
額
の
資
金
を
借
り
入
れ
た
。
東
邦
電
力
が
、
一
九
二
三
年
か
ら
一
九
二
七
年
に
か
け
て
、
配
当
資
金
の
大
半
を
三
井
銀
行
か
ら
の
借

入
金
に
依
存
し
た
こ
と
は
、
そ
の
端
的
な
事
例
で
あ
っ
た
。
同
様
の
関
係
は
東
京
電
灯
と
三
井
銀
行
と
の
あ
い
だ
で
も
存
在
し
、
東
京
電

灯
は
、
一
九
二
五
年
以
降
、
長
期
に
わ
た
っ
て
、
三
井
銀
行
に
と
っ
て
の
最
大
の
資
金
貸
出
先
と
な
っ
た
。

一
九
二
七
年
九
月
に
法
的
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
電
力
会
社
の
社
債
発
行
限
度
額
が
払
込
資
本
金
額
の
二
倍
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
あ
る
程
度
変
化
し
た
。
東
邦
電
力
は
、
一
九
二
七
年
度
下
期
に
減
配
を
行
い
、
一
九
二
八
年
度
以

降
、
配
当
資
金
面
で
の
三
井
銀
行
へ
の
依
存
度
を
顕
著
に
低
下
さ
せ
た
。
東
京
電
灯
の
場
合
と
は
異
な
り
、
三
井
銀
行
の
貸
出
金
が
固
定

化
す
る
よ
う
な
事
態
は
生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
橘
川
前
掲
『
日
本
電
力
業
の
発
展
と
松
永
安
左
ヱ
門
』
九
三
―
九
七
頁
参
照
。

（
15
）
東
邦
電
力
に
続
い
て
東
京
電
灯
と
大
同
電
力
は
一
九
三
一
年
度
下
期
か
ら
、
日
本
電
力
は
一
九
三
二
年
度
下
期
か
ら
、
宇
治
川
電
気
は

一
九
三
三
年
度
上
期
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
固
定
資
産
償
却
の
規
模
を
拡
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
16
）
松
永
安
左
エ
門
「
電
気
事
業
と
料
金
制
度
の
確
立
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
二
八
年
一
〇
月
一
日
号
、
同
「
電
気
事
業
」『
現
代
産
業

叢
書
第
四
巻

工
業
編

上
巻
』
日
本
評
論
社
、
一
九
二
九
年
、
参
照
。

（
17
）
阿
部
留
太
『
五
大
電
力
の
優
劣
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
三
一
年
、
四
一
頁
。

（
18
）
電
力
統
制
問
題
の
発
生
と
展
開
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
橘
川
前
掲
『
日
本
電
力
業
の
発
展
と
松
永
安
左
ヱ
門
』
三
五
一
―
三
六
八
頁
参

照
。

（
19
）
通
商
産
業
省
編
『
商
工
政
策
史

第
二
四
巻

電
気
・
ガ
ス
事
業
』、
一
九
七
九
年
、
九
二
頁
。

（
20
）
電
力
連
盟
と
改
正
電
気
事
業
法
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
橘
川
前
掲
『
日
本
電
力
業
の
発
展
と
松
永
安
左
ヱ
門
』
一
八
三
―

一
八
八
頁
参
照
。
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（
21
）
松
永
安
左
エ
門
「『
米
国
超
電
力
連
系
に
関
す
る
組
織
』
を
刊
行
す
る
に
当
た
り
て
」
東
邦
電
力
調
査
部
『
米
国
超
電
力
連
系
に
関
す

る
組
織
』、
一
九
二
三
年
、
参
照
。

（
22
）
松
永
安
左
エ
門
は
、
こ
の
ほ
か
貯
水
池
の
設
置
も
提
唱
し
た
が
、
適
切
な
設
置
地
点
が
少
な
い
こ
と
、
周
辺
住
民
の
反
対
が
強
い
こ
と

な
ど
を
理
由
に
し
て
、
実
効
性
は
乏
し
い
と
し
た
。

（
23
）
松
永
安
左
エ
門
「
序
文
」
北
米
合
衆
国
聯
邦
政
府
超
電
力
調
査
委
員
会
編
『
北
米
合
衆
国
大
西
洋
沿
岸
超
電
力
連
系
調
査
報
告
書
』
電

気
事
業
研
究
会
、
一
九
二
七
年
、
同
「
電
気
事
業
盛
衰
決
定
の
要
素
」『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
一
九
二
七
年
一
月
一
日
号
、
な
ど
参
照
。

（
24
）
松
永
安
左
エ
門
「
電
力
国
営
反
対
論
」『
経
済
往
来
』
一
九
二
八
年
二
月
号
、
参
照
。

（
25
）
同
前
一
六
頁
。

（
26
）
松
永
前
掲
『
電
気
事
業
界
の
近
時
』、
同
前
掲
「
電
気
事
業
と
料
金
制
度
の
確
立
」、
参
照
。

（
27
）
『
電
力
統
制
私
見
』
の
一
部
。
東
邦
電
力
史
編
纂
委
員
会
編
『
東
邦
電
力
史
』
東
邦
電
力
史
刊
行
会
、
一
九
六
二
年
、
五
四
一
頁
。

（
28
）
松
永
前
掲
「『
米
国
超
電
力
連
系
に
関
す
る
組
織
』
を
刊
行
す
る
に
当
た
り
て
」
参
照
。

（
29
）
東
邦
電
力
調
査
部
は
、
一
九
二
七
年
に
電
力
統
制
問
題
に
関
す
る
大
規
模
な
調
査
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
、

「
電
気
事
業
界
当
面
の
緊
要
問
題
」
と
題
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
、
電
気
事
業
研
究
会
『
電
気
事
業
研
究
資
料
』
の
一
九
二
七
年
四
―
九
月
号

に
発
表
し
た
。

（
30
）
松
永
安
左
エ
門
は
、
一
八
九
九
年
三
月
に
日
本
銀
行
へ
入
行
し
た
が
、
翌
一
九
〇
〇
年
三
月
に
同
行
を
辞
し
た
。

（
31
）
福
沢
桃
介
は
、
一
九
一
二
年
五
月
に
、
千
葉
県
か
ら
衆
議
院
議
員
に
選
出
さ
れ
た
。
松
永
安
左
エ
門
は
、
そ
れ
か
ら
五
年
後
の
一
九
一

七
年
四
月
に
、
福
岡
市
選
出
の
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
た
。

（
32
）
「
福
松
商
会
」
と
い
う
名
称
は
、「
福
沢
」
と
「
松
永
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
字
ず
つ
と
っ
て
、
つ
け
ら
れ
た
。

（
33
）
例
え
ば
、
大
西
編
前
掲
『
福
沢
桃
介
翁
伝
』
二
四
八
、
四
〇
四
、
四
一
一
頁
参
照
。

（
34
）
同
前
二
六
七
頁
。
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（
35
）
福
沢
桃
介
「
超
電
力
連
系
の
利
益
」『
電
華
』
一
九
二
三
年
二
月
号
、
三
頁
参
照
。

（
36
）
同
前
一
―
二
頁
。

（
37
）
大
西
編
前
掲
『
福
沢
桃
介
翁
伝
』
二
九
〇
頁
参
照
。

（
38
）
東
邦
電
力
株
式
会
社
『
稿
本
名
古
屋
電
灯
株
式
会
社
史
』、
一
九
二
七
年
、
一
六
四
、
一
六
八
―
一
六
九
頁
参
照
。
名
古
屋
電
灯
に
よ

る
名
古
屋
電
力
の
合
併
は
、
一
九
一
〇
年
一
〇
月
に
実
現
し
た
。

（
39
）
小
島
前
掲
『
松
永
安
左
ヱ
門
の
生
涯
』
五
二
七
頁
参
照
。

（
40
）
福
沢
桃
介
は
、
地
元
名
古
屋
財
界
の
風
当
た
り
が
強
ま
っ
た
た
め
、
一
九
一
〇
年
一
一
月
に
い
っ
た
ん
名
古
屋
電
灯
の
常
務
を
辞
任
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
一
九
一
三
年
に
同
社
の
常
務
に
返
り
咲
き
、
翌
一
九
一
四
年
に
社
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て

は
、
東
邦
電
力
株
式
会
社
前
掲
『
稿
本
名
古
屋
電
灯
株
式
会
社
史
』
一
六
四
―
一
六
六
、
一
七
二
―
一
七
三
、
一
九
一
―
一
九
四
頁
、
小

島
前
掲
『
松
永
安
左
ヱ
門
の
生
涯
』
五
二
八
―
五
三
〇
頁
参
照
。

（
41
）
合
併
の
時
点
で
福
沢
桃
介
は
、
木
曽
電
気
興
業
と
大
阪
送
電
の
社
長
を
つ
と
め
て
い
た
。

（
42
）
宮
崎
林
造
（
大
同
電
力
社
史
編
纂
事
務
所
）『
大
同
電
力
株
式
会
社
沿
革
史
』、
一
九
四
一
年
、
一
九
〇
―
一
九
六
頁
参
照
。
大
同
電
力

は
、
こ
の
間
に
毛
馬
火
力
発
電
所
も
建
設
し
た
。
ま
た
、
一
九
二
三
年
一
〇
月
に
は
、
大
阪
市
の
大
阪
電
灯
買
収
に
と
も
な
い
、
大
阪
電

灯
か
ら
安
治
川
東
・
春
日
出
第
一
・
春
日
出
第
二
の
各
火
力
発
電
所
を
譲
り
受
け
た
。

（
43
）
大
西
編
前
掲
『
福
沢
桃
介
翁
伝
』
一
九
〇
―
一
九
一
頁
参
照
。

（
44
）
福
沢
桃
介
が
早
い
時
期
に
電
力
統
制
問
題
に
関
心
を
示
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
福
沢
桃
介
「
序
」
東
邦
電
力
調
査
部
『
米
国
超
電
力
連

系
に
関
す
る
組
織
』、
一
九
二
三
年
参
照
。

（
45
）
山
本
留
治
郎
『
電
力
統
制
と
水
力
開
発
』
電
気
新
報
社
、
一
九
二
七
年
、
一
九
二
―
二
〇
一
頁
、
福
沢
桃
介
「
電
力
統
一
問
題
と
特
殊

会
社
設
立
提
議
」『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
一
九
二
九
年
四
月
一
五
日
号
、
参
照
。

（
46
）
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
大
規
模
水
力
開
発
に
携
わ
る
発
送
電
専
業
会
社
と
し
て
、
一
九
三
九
年
に
電
力
国
家
管
理
の
担
い
手
で
あ
る
日
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本
発
送
電
株
式
会
社
が
、
一
九
五
二
年
に
特
殊
法
人
で
あ
る
電
源
開
発
株
式
会
社
が
、
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
た
と
い
う
、
そ
の
後
の
歴
史

的
事
実
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
47
）
福
沢
桃
介
自
身
は
、
一
九
三
八
年
二
月
に
死
去
し
た
た
め
、
電
力
国
家
管
理
に
直
接
か
か
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
48
）
橘
川
武
郎
『
日
本
電
力
業
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
一
四
五
―
一
五
一
頁
参
照
。

（
49
）
同
前
二
〇
三
頁
。

（
50
）
松
永
安
左
エ
門
「
電
気
統
制
問
題
の
由
来
及
び
帰
結
」『
東
洋
経
済
新
報
』
一
九
三
二
年
五
月
二
八
日
号
、
同
「
電
気
事
業
を
大
局
よ

り
熟
慮
あ
れ
」『
電
気
公
論
』
第
一
六
巻
第
一
二
号
、
一
九
三
二
年
、
参
照
。

（
51
）
以
上
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
橘
川
前
掲
『
日
本
電
力
業
の
発
展
と
松
永
安
左
ヱ
門
』
三
九
八
―
四
一
五
頁
参
照
。

（
52
）
小
島
前
掲
『
松
永
安
左
ヱ
門
の
生
涯
』
八
九
六
、
九
五
一
頁
参
照
。

（
53
）
一
九
二
七
―
三
〇
年
の
三
井
銀
行
に
よ
る
東
京
電
灯
経
営
へ
の
介
入
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
橘
川
前
掲
『
日
本
電
力
業
の
発
展
と
松
永

安
左
ヱ
門
』
九
七
―
九
九
頁
参
照
。

（
54
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
同
前
九
七
―
九
八
頁
参
照
。

（
55
）
東
京
電
灯
株
式
会
社
史
編
纂
委
員
会
編
『
東
京
電
灯
株
式
会
社
史
』、
一
九
五
六
年
、
七
四
頁
に
よ
れ
ば
、
東
京
電
灯
の
全
損
失
率

（
変
電
所
送
電
電
力
量
に
対
す
る
電
力
損
失
の
比
率
）
は
、
一
九
三
五
年
上
期
の
二
六
・
五
％
か
ら
一
九
三
八
年
下
期
の
六
・
八
％
へ
、

著
し
く
低
下
し
た
。

（
56
）
橘
川
前
掲
『
日
本
電
力
業
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
二
八
七
、
三
六
四
頁
参
照
。

（
57
）
電
力
国
家
管
理
の
中
心
的
な
担
い
手
で
あ
っ
た
日
本
発
送
電
株
式
会
社
の
こ
と
で
あ
る
。

（
58
）
池
尾
芳
蔵
の
こ
と
で
あ
る
。
池
尾
は
、
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
三
年
に
か
け
て
、
日
本
発
送
電
の
第
二
代
総
裁
を
つ
と
め
た
。

（
59
）
当
時
、
芦
原
義
重
は
、
関
西
配
電
の
副
社
長
を
つ
と
め
て
い
た
。

（
60
）
当
時
、
公
益
事
業
委
員
会
の
委
員
長
代
理
を
つ
と
め
て
い
た
松
永
安
左
エ
門
の
こ
と
で
あ
る
。
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（
61
）
元
関
西
配
電
社
長
で
、
関
西
電
力
発
足
と
同
時
に
会
長
に
就
任
し
た
堀
新
の
こ
と
で
あ
る
。

（
62
）
太
田
垣
士
郎
・
芦
原
義
重
両
社
長
時
代
の
関
西
電
力
は
、
日
本
の
電
力
業
界
全
体
の
な
か
で
、
自
他
と
も
に
認
め
る
革
新
的
経
営
を
展

開
し
た
。
そ
れ
を
象
徴
し
た
の
は
、
太
田
垣
・
芦
原
両
社
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
関
西
電
力
が
ま
さ
に
社
運
を
賭
け
て
取
り
組

ん
だ
、
黒
部
川
第
四
発
電
所
（
通
称
ク
ロ
ヨ
ン
）
の
建
設
で
あ
っ
た
。
関
西
電
力
株
式
会
社
『
関
西
電
力
五
十
年
史
』（
二
〇
〇
二
年
）

は
、「
ク
ロ
ヨ
ン
は
着
工
以
来
七
年
の
歳
月
を
費
や
し
、
延
べ
一
千
万
人
の
労
力
と
五
一
三
億
円
の
費
用
を
投
じ
て
完
成
さ
れ
た
。
ク
ロ

ヨ
ン
の
建
設
は
、
土
木
建
設
技
術
・
水
力
発
電
技
術
史
上
に
お
い
て
、
ま
た
、
関
西
電
力
の
経
営
史
上
に
も
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で

あ
っ
た
」（
三
九
二
頁
）
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
に
誇
張
は
ま
っ
た
く
な
い
。
ク
ロ
ヨ
ン
の
工
事
資
金
に
は
世
界
銀
行
の
借
款
が

充
当
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
、
日
本
で
は
初
め
て
の
イ
ン
パ
ク
ト
・
ロ
ー
ン
（
と
く
に
使
途
を
限
定
し
な
い
借
款
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
特

筆
に
値
す
る
。
ま
た
、
ク
ロ
ヨ
ン
の
水
力
発
電
技
術
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
は
、『
関
西
電
力
五
十
年
史
』
が
、「
水
力
発
電
所
建
設
技
術

の
面
で
い
え
ば
、
ク
ロ
ヨ
ン
建
設
以
前
の
丸
山
発
電
所
の
例
で
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
当
社
の
み
な
ら
ず
九
電
力
会
社
は
し
ば
し
ば
Ｏ
Ｃ

Ｉ
（
海
外
技
術
顧
問
団
）
勧
告
を
上
回
る
新
技
術
を
果
敢
に
導
入
し
た
の
対
し
、
電
源
開
発
株
式
会
社
は
Ｏ
Ｃ
Ｉ
の
推
奨
す
る
新
技
術
の

採
用
よ
り
も
大
規
模
工
事
の
完
遂
を
追
求
し
た
。
大
規
模
工
事
と
ア
ー
チ
式
ダ
ム
を
採
用
し
た
ク
ロ
ヨ
ン
は
こ
の
意
味
で
、
こ
の
両
技
術

路
線
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ク
ロ
ヨ
ン
の
成
功
に
よ
っ
て
、
民
営
の
九
電
力
会
社
は
新
技
術
の
開
発
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
工
事

を
完
遂
し
得
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
実
証
で
き
た
の
で
あ
り
、
電
気
事
業
再
編
成
の
成
果
を
示
し
た
の
で
あ
る
」（
三
九
八
頁
）、
と
記

述
し
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
て
お
こ
う
。
堤
高
一
八
六
ｍ
の
ド
ー
ム
型
ア
ー
チ
式
ダ
ム
を
擁
し
、
出
力
が
二
五
万
八
〇
〇
〇
kW
に
及
ぶ
関

西
電
力
黒
部
川
第
四
発
電
所
が
運
転
を
開
始
し
た
の
は
、
一
九
六
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
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